
む
す
び 6
 

r
J
 
4
 
3
 
9] 

村
年
錬
成
所
の
終
末

青
年
錬
成
所
の
歴
史

肖
年
錬
成
所
の
機
構

青
年
錬
成
州
の
理
想
と
視
実

ヴ
ィ
シ
ー
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
は
ざ
ま
で

青
年
錬
成
所
の
誕
生

青
年
錬
成
所

複
数
の
青
年
連
動

7

ひ
よ
わ
で
自
叩
落
な
青
年
」

は
じ
め
に

渡

辺

ヴ
ィ
シ
ー
時
代
の
青
年
運
動
ー
—
ー
青
年
錬
成
所
に
つ
い
て

三
五

和

子
Jノイ
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動
員
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

よ
っ
て
な
さ
れ
た
「
一
九
四
一
年
の
収
穫
」

は
ヽ

穫」

（
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
大
臣
と
な
る
ブ
ノ
ワ
—
メ
シ
ャ
ン
の
本
の
閤
名
）
は
、 1.i

ギ、

•
F
r

／
ー
一

-
i
 

―-＿-

「
祈
し
い
フ
ラ
ン
ス
の
職
人

(les
a
r
t
i
s
a
n
s
)
で
あ
る
」

ポ
ー
ル
・
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
総
理
府
長
官
は
リ
ヨ
ン
の
労
働
取
引
所
で
挨
拶
を
し
、

ペ
タ
ン
は
、
家
族
と
労
働
と
祖
国
を
破
壊
す
る
個
人
、
じ
義
を
．
掃
し
、

共
同
で
働
く
こ
と
を
述
べ
た
。

(les 
a
t
e
l
i
e
r
s
 d
e
 J
e
u
n
e
s
s
e
)
や
「
青
年
曲
辰
村
セ
ン
タ
ー
」

(les
c
e
n
t
r
e
s
 r
u
r
a
u
x
 d
e
 J
e
u
n
e
s
s
e
)
で
の
半
年
間
の
勤
労
を
呼
び
か
け
て

い
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
フ
ァ
ー
ブ
ル
ー
リ
ュ
ス
は
、

仏
独
協
力
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
が
、

新
し
い
［
民
共
詞
体
の
シ
ン
ボ
ル
だ
と
五
叩
っ
た
。

ヽ

こ
も

＇ 

こ
こ

青
年
屑
の
農
作
業
へ
の

一
部
青
年
の
力
に

フ
ラ
ン
ス
人
捕
虜
の
力
を
一
部
借
り
た

「
一
九
四

0
年
の
収

真
と
農
作
業
や
鍛
沿
仕
れ
や
料
坪
を
学
ぶ
E
1
年
男
女
の
Jl
ナ
士
具
を
載
せ
て
、

―
七
＼
二

□

歳
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
青
年
に

「
胄
年
作
業
場
」

ま
た
、

青
少
年
庁
の
柏
宣
部
が
発
行
し
た

□

几
四
二
年
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

ペ
タ
ン
元
帥
と
ラ
ミ
ラ
ン
青
少
年
庁
長
官
が
並
ぶ
冗

J

prit d
'
e
q
u
i
p
e
)
を
壺
い
、

帥
は
ラ
ジ
オ
か
ら
青
年
に
呼
び
か
け
た
。

ぶ
叶
間
精
神
L

(l'es 

演
劇
祭
で
、

ラ
ミ
ラ
ン
は
ト
ゥ
ル
ー
ズ
で
、

ペ
タ
ン
元

社
会
を
想
起
さ
せ
る
「
職
人
」

9
9
 

の
比
峠
を
川
い
て
訴
え
た
。

一
九
四

0
年
一
＾
一
月

□

九
日
に
青
少
年
庁
が
地
力
支
部
ご
と
に
開
い
た
青
年

た
し
、

l
 ... i
f
?
p
.↓1
]

）
ゞ

1

レ
ジ
ュ

.n.
］
4
ー

;-r―苫
L

口

j

o
シ
＿
こ
｝

．、

、
-

i
 

~J 

・
ペ
ロ
ル
ソ
ン
も
、

青
年
は

とヽ

伝
統

国
民
革
命
の
精
神
は
青
年
連
動
を
つ
う
じ
て
注
人
さ
れ
た
。

を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

ジ
ョ
ル
ジ
ュ

・
ラ
ミ
ラ
ン
青
少
年
庁
長
官
は
、

そ
れ
は
国
民
吊
命
の
真
の
推
進
者
だ
L

と
位
憤
づ
け

四
0
年
七
月
に
設
Pq

直
さ
れ
た

ー
家
族
・
青
少
年
庁
」

に
ヽ

政
府
の
意
気
込
み

：
九
四

0
年
じ
月
に
成
立
し
た
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
、

は

じ

め

に

「
労
働
・
家
族
・
祖
国
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
国
民
や
命
を
掲
げ
た
。

I
 

I
 

I
 

J

、

i
i
_
i
/
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ヴィシ一時代の青年連動（渡辺）

青
年
連
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

九
：

1

：
一
年
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
を
出
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
吊
命
左
派
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ゲ
ラ
ン
は
、

年
の
連
動
で
あ
る
L

と
報
内
し
て
い
た
。

三
七

と
く
に
青
年

ヴ
ィ
シ
ー
政
権
下
の

ー
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
本
質
的
に
青

ヽ

隣

lEナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
で
も

ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
が
疑
似
吊
命
性
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
巾
実
で
あ
っ
た
。

J

o

 

7
<
 

か
く
し
て
、

~
）
こ
ゞ
、

力

)
t
ヵ

な
か
に
は
即
主
職
者
も
い
た
。

ペ
タ
ン
元
帥
に
熱
狂
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
や
軍
人
が
多

青
年
の
教
化
組
織
と
し
て
一
九
四

0
年
七
月
に
、

「
青
年
錬
成
所
」

あ
る
。
rfL
の
奉
＇
什
者
と
し
て
の
役
割
が
青
年
に
期
待
さ
れ
た
。

ヴ
ィ
シ
ー
の
青
少
年
対
策
は
、

国
民
吊
命
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で

ヽ

、

Jt
 

フ
ラ
ン
ス
の
復
話
や
阿
春
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

青
年
が
動
い
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

1

新
秩
庁
L

を
創
出
す
る
実
働
部
隊
、

玉
新
秩
つ
ま

「
フ
ラ
ン
ス
の
未
来
を
代
表
す
る
」

こ
の
よ
う
に
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
、

青
年
に
大
い
な
る
閃
心
を
表
明
し
た
政
体
で
あ
っ
た
。
国
民
革
命
の
達
成
の
た
め
に
、
青
年
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
動
員
し
よ
う
と
し
た
。
青
年
に
フ
ラ
ン
ス
再
興
の
望
み
が
託
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
青
年
は

老
人
支
配

(
G
e
r
o
n
t
o
c
r
a
t
i
e
)
の
川
で
あ
っ
た
。

（
ペ
タ
ン
）
か
ら
で
あ
る
。
青
年
は
杓
さ
や
生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
春
を
表
象
し
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
派
に
と
っ
て
唾
棄
す
べ
き
第
三
共
和
政
は
、

そ
れ
は
、
退
嬰
、
E
義

(
i
m
m
o
b
i
l
i
s
m
e
)
や
デ
カ
ダ
ン
ス
が
似
合
う
国
で
あ
っ
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
の
仲
間
」

(
C
o
m
p
a
g
n
o
n
s
d
e
 F
r
a
n
c
e
)
と

(
C
h
a
n
t
i
e
r
s
 d
e
 la J
e
u
n
e
s
s
e
)
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
日
的
は
、
祖
国
の
崇
拝
と
勤
労
の
義
務
を
教
え
る
こ
と
、

弱
に
す
る
主
知
主
義
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
手
仕
事
を
行
芙
し
、

な
青
少
年
を
有
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
青
年
運
動
の
指
羽
者
に
は
、

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
青
年
へ
の
眼
芥
し
の
附
大
と
、

民
革
命
に
奉
仕
す
る
こ
と
と
教
会
の
要
求
を
満
た
す
こ
と
に
集
中
し
た
。

す
な
わ
ち
、
精
神
を
柔

ス
ポ
ー
ツ
を
つ
う
じ
て
明
る
い
目
と
た
く
ま
し
い
筋
骨
を
持
っ
た
健
全

カ
ト
リ
ッ
ク
系
ス
カ
ウ
ト
連
動
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
伝
統
的
価
伯
を
教
え
こ
も
う
と
し
た
の
で
あ

青
年
連
動
の
指
祁
者
の
思
惑
と
が
交
差
す
る
。
指
導
者
た
ち
は
、
国

こ
の
よ
う
な
比
較
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
視
点
を
も
認
識
し
つ
つ
、

フ
ラ
ン
ス
の
青
年
連
動
の
特
色
を
解
明
す
る
こ
と
を
日
的
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

本
稿
は
、

15 --3 --44 7 (香法'95)



三
五
一
人
で
あ
っ
た
。

裁
判
に
付
正
さ
れ
た
者
の
総
叶
で
は
、

一
九
四
二
年
の
時
点
で
三
万
四
七
八
一
人
お
り
、

こ
の
う
ち
パ
リ
が
三
五

九
四
一
年
に
は
四
六
六
人
、

一
九
四

0
年
に
は
二
三
八
人
、

実
際
間
題
と
し
て
、
休
戦
直
後
に
は
、
戦
争
や
エ
ク
ソ
ダ
ス

に
よ
っ
て
家
族
と
離
反
し
職
を
失
っ
た
青
年
の
道
徳
的
退
廃

す
で
に
こ
こ
に
胚
胎
し
て
い
る
。

あ
る
。

そ
れ
は
、

つ
ま
り
「
新
し
い
酒
を
古
い
皮
袋
に
」
人
れ
よ
う
と
し
た
の
で
し)

ゎ

「
享
楽
の
精
神
が
犠
牲

間
題
と
さ
れ
た
。

く
社
会
的
責
任
や
徳
性
を
欠
い
て
い
る
と
げ
わ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
嫌
い
、

タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー
ル
に
過
度
に
ふ
け
る
ひ
よ
わ
な
肉
体
が

「
ひ
よ
わ
で
自
堕
落
な
青
年
」

本
誨
に
は
い
る
ま
え
に
、
当
時
の
青
年
が
お
か
れ
て
い
た
状
況
を
索
描
し
て
お
こ
う
。
当
時
の
若
者
は
、
非
愛
国
的
で
あ
る
だ
け
で
な

ペ
タ
ン
も
、
敗
戦
の
原
因
を
フ
ラ
ン
ス
人
の
道
徳
的
脆
弱
さ
に
求
め
た
。
彼
は
一
九
四

0
年
六
月
一

1
0
日
に
、

不
幸
に
際
会
し
た
の
で
あ
る
」

の
精
神
に
打
ち
勝
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
び
と
は
求
め
る
こ
と
の
み
多
く
て
奉
仕
し
な
か
っ
た
。
人
び
と
は
努
力
を
怠
っ
た
。
だ
か
ら
今
日

と
述
べ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ヴ
ィ
シ
ー
は
宋
教
に
道
徳
の
指
針
を
求
め
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
体
制
は
、

ば
カ
ト
リ
ッ
ク
の
旧
迅
徳
の
う
え
に
新
秩
庁
を
打
ち
建
て
よ
う
と
し
た
。

「
新
し
い
酒
は
祈
し
い
皮
袋
に
」
と
い
う
聖
内
の
教
え
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
の
本
質
的
な
矛
盾
は
、

こ
の
矛
盾
が
、

ヴ
ィ
シ
ー
を
曖
昧
模
糊
と
し
た
体
制
に
し
た
の
で
あ
る
。

（
大
脱
出
）

の
問
題
が
あ
っ
た
。
復
員
し
た
店
者
の
う
ち
九
万
―

1
0
0
0人
が
両
親
や
家
を
失
っ
て
い
た
。
た
し
か
に
少
年
犯
罪
は
ヴ
ィ
シ
ー
期
に
附

加
し
た
。
戦
前
の
一
九
三
八
年
に
一

0
0
0
人
当
た
り
一
九
四
人
の
少
年
犯
罪
の
率
で
あ
っ
た
が
、

一
九
四
一
＿
年
に
は
五
三
一
人
と
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

そ
の
後
や
や
減
少
す
る
が
、

一
九
四
四
年
で
も

錬
成
所
を
取
り
あ
げ
て
、

こ
の
課
題
に
接
近
し
よ
う
。

三
八

15 --3 ---448 (香法'95)



ヴィシ一時代の青年運動（渡辺）

年
は
年
長
世
代
の
過
ち
の
犠
牲
者
だ
と
見
な
さ
れ
た
。

三
九

「
フ
ラ
ン
ス
の
未
来
」
を
担
う
青
年
へ
の
支
援
を
訴
え
た
。
青

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
誕
生
し
て
約
一
カ
月
後
の
一
九
四

0
年
八
月
一
三
日
に
、

ペ
タ
ン
元
帥
は
国
民
に
発
し
た
訓
辞
の
な
か
で

「
戦
争
の

六
六
人
を
占
め
た
。

降
で
、

お
も
な
犯
罪
は
、
浮
浪
罪
、
食
品
や
燃
料
や
金
品
の
窃
盗
と
盗
品
の
横
流
し
、
売
春
な
ど
で
あ
っ
た
。

ペ
タ
ン
の
青
年
運
動
担
当
顧
間
で
あ
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
系
の
ア
ン
リ
・
マ
シ
ス
は
、
問
題
を
公
民
教
育
の
問
題
と
み

て
し

t

モ
ラ
ル
の
権
化
と
言
う
べ
き
教
会
は
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
非
難
し
ポ
ル
ノ
雑
誌
の
流
通
を
嘆
い
た
。
そ
こ
で
青
少
年
の
保
護

と
い
う
観
点
か
ら
、
学
校
近
辺
で
の
カ
フ
ェ
の
営
業
禁
止
や
強
い
酒
の
飲
酒
禁
止
が
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
と
し
て
考
案
さ
れ
た
。

一
六
度
以
上
の
ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
の
泊
費
を
禁
止
し
た
し
、
火
木
土
の
週
二
回
は
ア
ル
コ
ー
ル
自
体
が
禁
止
さ
れ
た
。

ワ
イ
ン
や
ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
ヘ
の
課
税
と
ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
の
消
費
址
の
制
限
、
酒
類
販
売
店
舗
数
の
制
限
、

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
ヴ
ィ
シ
ー
期
に
減
少
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
は
あ
っ
た
が
、
少
年
犯
罪
は
日
に
あ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
少
年
犯
罪
の
増
加
を

一
九
四
三
年
に
道
徳
的
危
機
に
あ
る

f
ど
も
の
た
め
の
専
門
会
議
や
青
少
年
の
再
教
育
と
救
済
の
た
め
の
協
会
を
設
け
た

が
、
同
様
の
目
的
を
持
っ
て
道
徳
的
な
規
律
を
教
え
る
組
織
と
し
て
早
期
に
設
け
ら
れ
た
の
が
青
少
年
組
織
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
次
節
以

そ
の
経
緯
を
追
っ
て
み
よ
う
。

複
数
の
青
年
運
動

犠
牲
者
の
な
か
で
青
年
は
と
り
わ
け
気
が
か
り
の
的
で
あ
る
」
と
語
り
、
青
年
の
組
織
化
に
つ
い
て
考
え
を
述
べ
て
い
た
。
彼
は
、

し
い
フ
ラ
ン
ス
の
希
嗜
」

で
あ
る
青
年
の
悲
惨
な
境
遇
に
同
情
を
示
し
、

「新

ペ
タ
ン
は
、
参
戦
し
な
か
っ
た
一
九
四

0
年
兵
に
労
働
作
業
場
が
開
か
れ
、
彼
ら

ま
え
に
し
て
、

す
る
情
状
酌
情
の
廃
止
な
ど
が
な
さ
れ
、

ヽ

さ
ら
に

酪
酎
中
の
犯
罪
に
対

年
八
月
二
五
日
法
は
、

一
九
四
〇
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外――---・ 

だ九
と四
語〇
っ ・年
た五；一
.ヽ

0 -- • 

{)、また
彼
は
、

ジ
ェ
ル
リ
エ
枢
機
岬
に

「
青
年
の
単
一
組
織
」

に
反
対
で
あ
る
こ
と
を
再
保
証
し
た
。
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン

じ
要
な
青
年
糾
織
の
代
表
と
会
見
し
て
、

単
一
の
指
専
ド
に
さ
ま
ざ
ま
な
青
年
連
動
を
糾
合
す
る
こ
と
は
間
題

年
組
織
は
画
餅
に
帰
し
た
。

タ
ン
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
岱
せ
て
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
連
盟
の
な
か
に
連
合
・
努
カ
・
信
仰
・
名
贅
・
規
律
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
を
見
い
だ
し

て
阻
え
た
。

ド
イ
ツ
刑
じ
の
単
一
い
青
年
組
織
を
志
向
す
る
者
も
い
た
。

し
か
し
、

ペ
タ
ン
も
、
既
仔
の
多
几
的
な
連
動
を
呪
屯
す
る
こ
と
を
保
訛
し
て
い
た
。
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
総
理
府
長
官
は

は
青
少
年
間
題
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
青
少
年
庁
は
総
即
府
の
所
管
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
に
も
、
ダ
ル
ラ
ン
副
首
相
の
周
間
に
い
て
ド
イ
ツ
型
の
青
年
連
動
を
め
ざ
し
た
ピ
ュ
シ
ュ
ー
内
務
大
臣
、
マ
リ
オ
ン
情
報
大
臣
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
自
派
の
青
年
組
織
の
独
立
を
引
ん
だ
し
、

ド
イ
ツ
占
領
軍
は
占
領
地
域
で
の
青
年
組
織
を
繁
じ
た
の
で
、

4
1
1

▲

1
:

．ー
4
 

）
．
 
ベ
＂

"
H
-
0
ーL

こ
う
し
て
槻
仔
の
青
年
述
動
は
公
認
さ
れ
た
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
も

リ
エ
枢
機
卿
が
、
じ
宰
し
て
執
り
行
っ
た
と
き
、

而
軍
大
佐
が
几
帥
の
名
代
と
し
て
、

ラ
ミ
ラ
ン
が
政
府
代
表
と
し
て
出
席
し
て
い
た
。

ペ

連
盟
が
、

巡
礼
の
地
ル
・
ピ
ュ
イ
で
一
几
四
一
年
年
八
月

□

九
日
の
叩
母
被
昇
大
祭
を
、

教
爪
大
使
列
席
の
も
と
に
リ
ヨ
ン
大
司
教
ジ
ェ
ル

あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

ス
の
店
返
り
が
始
ま
る
、
と
告
げ
た
。
し
か
し
ペ
タ
ン
は
、
既
存
の
あ
ら
ゆ
る
青
年
連
動
は
維
持
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
独
自
性
は
作
用
さ
れ
、

そ
の
活
動
は
新
し
い
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
拡
大
さ
れ
完
成
さ
れ
る
と
明
げ
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
青
少
年
組
織
は
そ
の
ま
ま
存
続
が
許
さ
れ
た
。

そ
し
て
彼
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
青
年
を

た
く
ま
し
く
て
心
身
と
も
に
健
康
な
青
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
男
女
の
魂
を
高
め
る
と
い
う
使
命
に
備
え
の
で
き
た
青
年
に
育
て
る
と
い
う

す
べ
て
の
運
動
体
に
要
求
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

Ifl民
吊
命
の
原
罪
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
氏
に
大
き
く
依
存
す
る
以

L
、
多
様
な
青
年
組
織
を
容
認
す
る
ペ
タ
ン
の
態
疫
は
灯
然
で

lS 

詞
じ
努
力
を
、

に
森
林
や
キ
ャ
ン
プ
場
や
競
技
場
の
間
発
、
村
の

「
青
年
の
家
」

の
建
設
な
ど
の
仕
巾
が
与
え
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン

四
〇

J -450 (香法'95)



ヴィシ一時代の青年連動（渡辺）
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し

t

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
溝
師
で
あ
っ
た
モ
ー
リ
ス
・
バ
ル
デ
ー
シ
ュ
は
、

四

統
一
さ
れ
た
じ
日
年
運
動
は
一
党
制
国
家
へ
の
庁
曲
で
あ
る
と
述

q
L
L
l
1
ド
1
ロ
ー
こ
、

-
｝
＂
L
i
4
`

―
J

i

ー！

l
>

ド
リ
オ
派
の
機
閃
紙

~^•11.

^^• t

l

 

u

ミ
ー
／
e
l
l

は
、
独
伊
の
青
年
連
動
を
モ
デ
ル
と
し
た
統
一
さ
れ
た
青
年
連
動
を

t
張
し
て

の
ユ
リ
ア
ー
ジ
ュ
・
グ
ル
ー
プ
も
支
持
し
た
。

か
ら
非
難
を
浴
び
た
。

し
た
。

こ
の
声
明
は

A
C
J
F
に
伝
え
ら
れ
、

c-~11 

ル． 
モ
‘ ／ 

ド,, .' 

の
創
始
者
の
ブ
ー
ヴ
ー
メ
リ
な
ど

開
か
れ
た
枢
機
卿
と
叶
教
と
大
消
教
の
総
会
は
、

ー
国
民
に
奉
什
す
る
統
↓
し
た
青
年
団
に
賛
成
。

単
一
の
青
年
組
織
に
反
対
」

と
声
明

そ
れ
で
も
教
会
は
、

青
年
連
動
の
多
几
じ
義
を
公
式
に
表
明
す
る
。

一
九
四
．
年
二
月
に
自
由
地
区
で
、

ま
た
七
月
に
占
領
地
区
で
も

ベ
ー
ル
・
ゴ
ル
テ
、

農
民
青
年
団
の
シ
ャ
ル
ル
・
ニ
コ
の
ほ
か
に
、

青
少
年
庁
次
府
の
ル
イ
・
ガ
ロ
ン
ヌ
、

フ
ラ
ン
ス
青
年
カ
ト
リ
ッ
ク
行
動
団

(
A
C
J
F
)
の
ア
ル

フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
連
盟
か
ら
ラ
フ
ォ
ン
将
軍
、

フ
ラ
ン

／
几
四
一
年
四
月
七
日
に
ラ
ミ
ラ
ン
行
少
年
庁
長
官
は
、

多
様
な

、
-
‘
‘
、

ら
力
に
す
る
カ

4

,

L

枢
機
卿

サ
リ
J

ー
シ
i

師
も
単

1

の
青
年
組
織
に
反
対
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
連
合
の
会
長
で
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
青
年
会
議
を
率
い
た
マ
ル
ク
・
ブ
ー
ニ
ェ
牧

一
九
四
一
年
一

0
月
に
ピ
ュ
シ
L

ー
内
相
と
会
談
し
、
家
教
運
動
は

f
を
触
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
明

ピ
L

シ
1

ー
は
未
来
い
政
沿
家
を
鍛
え
る
た
め
に
他
の
ラ
イ
バ
ル
組
織
を
作
る
と
腎
告
し
た
。

一
ー

も
全
体
、
E
義
的
運
動
を
批
判
し
た
。

こ
の
よ
う
な
9

ぷ
教
人
の
姿
勢
を
支
持
す
る
集
団
も
生
ま
れ
て
い
た
。

青
年
組
織
を
集
め
た
青
年
全
国
評
議
会
を
開
催
し
た
。

そ
こ
に
は
、

ス
・
キ
リ
ス
ト
教
勤
労
青
年

(
J
o
e
F
)
総
裁
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
オ
ベ
ー
ル
、

デ
ュ
ノ
ワ
イ
エ
・
ド
・
ス
ゴ
ン
ザ
ッ
ク
な
ど
が
お
り
、
教
会
利
益
の
ロ
ビ
ー
集
団
と
し
て
機
能
し
た
。

ラ
ミ
ラ
ン
や
ド
・
ス
ゴ
ン
ザ
ッ
ク
や

ュ
リ
ア
ー
ジ
ュ
幹
部
学
校
の

こ
の
よ
う
な
青
年
連
動
へ
の
教
会

の
影
郷
げ
力
の
強
さ
は
、
政
府
内
で
も
権
威
的
で
か
つ
侃
俗
的
な
［
民
吊
命
を
ぷ
向
す
る
＿
派
か
ら
批
判
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
じ
張
は
、
対
独
協
力
じ
義
派
の
新
間
，
ウ
—
ヴ
ル
し

い
か
と
恐
れ
た
。

ナ
ー
ル
枢
機
卿
は
、

•
L

日
J
1
F
i
l

こ
、

-）"＂
V
E
-
I
'
1
「

1
J
i

単
一
の
青
年
組
織
の
出
現
に
よ
っ
て
教
会
の
影
籾
ド
か
ら
青
年
が
引
き
抜
か
れ
る
の
で
は
な

ベ
ル
ジ
ュ
リ
大
使
、

ジ
ャ
ン
・
マ
ー
ズ
た
ち
は
、

；
フ
ラ
ン
ス
の
仲
間
」
を
単
一
組
織
に
変
え
る
た
め
の
策
略
を
弄
し
た
。

し
か
し
リ
エ

1 s-3 451 (香法,95) 



本
節
の
最
後
に
、

ラ
ミ
ラ
ン
が
青
少
年
庁
長
官
に
任
命
さ
れ
た
理
由
を
見
て
お
こ
う
。
彼
は
、

っ
て
、

一
九
四
三
年
九
月
に
統
一
推
進
派
の
ペ
ロ
ル
ソ
ン
が
単

年
運
動
の
一
元
化
は
つ
い
に
実
現
し
な
か
っ
た
。

ペ
ロ
ル
ソ
ン
は
、

ぶ
ご

同
年
六
月
に
青
少
年
庁
次
官
と
な
っ
て
い
た
。

リ
ヨ
テ
イ
元
帥
の
著
書
冨
付
校
の
社
会

一
九
四
二
年
二
月
に
辞
任
し
て
い
た
多
元
派
の
ガ
ロ
ン
ヌ
に
代
わ

を、

の
青
年
糾
織
を
め
ざ
し
て
再
編
し
よ
う
と
し
た
が
、

ナ
チ
ス
の
よ
う
な
青

年
初
め
に
か
け
て
空
製
な
ど
の
戦
災
か
ら
の
住
民
保
護
を
日
的
と
し
て
公
的
に
設
け
ら
れ
た

「
国
民
の
仲
間
」

(
E
q
u
i
p
e
s

N
 at
i
o
n
a
l
e
s
)
 

一
九
四
三
年
三
月
の
ラ
ミ
ラ
ン
の
辞
任
後
に
、

単
一
の
青
年
組
織
へ
の
一

1

一
度
日
の
動
き
が
燃
え
あ
が
っ
た
。

一
九
四
一
年
末
か
ら
四

こ
れ
に
対
し
て
、

マ
ル
セ
ル
・
デ
ア
は

ー
ゾ
レ
，
~
ー

l

l

 

L

ゥ

-

L
リ
・
ド
：
こ
］
：
ニ
ー
)

-

i

}

＂＂V
i
]
I
I
{
i
r
l
/
-

―一―

-
l

の
な

生
よ
、

、

,
1

J
 国
民
的
間
題
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

ペ
タ
ン
は
、

し
く
攻
幣
さ
れ
た
。

し
か
し
ペ
タ
ン
は
、

三
月
五
日
の
開
会
演
説
の
な
か
で
、

こ
れ
ま
で
の
ヴ
ィ
シ
ー
の
青
少
年
対
策
を
次
の
よ
う
に
語

そ
の
後
も
続
く
。

は
な
い
ラ
ミ
ラ
ン
や
ド
・
ス
ゴ
ン
ザ
ッ
ク
や
ド
・
ト
ウ
ル
ヌ
ミ
ー
ル
は
、

っ
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
既
仔
の
青
年
運
動
を
激
励
し
、
祈
し
い
連
動
を
生
み
だ
し
、
家
朕
を
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
支
持
し
た
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
や
猥
褻
な
本
や
映
画
、
不
健
全
な
興
釘
を
煽
り
た
て
る
も
の
か
ら
青
少
年
を
守
る
こ
と
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
青
少
年
に
努

力
や
労
働
や
英
雄
、
E
義
や
自
已
犠
牲
を
教
え
て
き
た
。
今
や
こ
れ
ら
の
試
み
か
ら
教
訓
を
引
き
出
す
べ
き
と
き
で
あ
り
、
青
少
年
間
闊
を

「
青
年
連
動
の
多
様
性
は
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
多
様

フ
ラ
ン
ス
の
精
神
的
家
朕
の
実
竹
的
な
多
彩
さ
に
対
応
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
、

を
欲
し
な
い
し
、
単
一
の
青
年
連
動
も
惰
ま
な
い
」
こ
と
を
繰
り
返
し
、

体
な
ど
の
役
割
だ
と
語
っ
た
の
で
あ
る
。

冗
帥
は
さ
ら
に
「
国
家
に
よ
る
青
年
連
動

青
少
年
の
公
民
的
で
愛
日
的
な
教
育
は
家
朕
や
教
会
や
職
能
団

か
で
、
単
一
の
青
年
団
と
単
一
の
政
党
が
な
け
れ
ば
貞
の
近
代
国
家
は
存
在
し
な
い
と
繰
り
返
し
た
。

青
年
運
動
の
組
織
形
態
を
め
ぐ
る
対
立
は
、

ベ
て
し)

たiY

゜

ピ
ュ
シ
ュ
ー
、

ベ
ル
ジ
ュ
リ
、

ア
ン
リ
・
マ
シ
ス
に
よ
っ
て
激

一
九
四
二
年
三
月
卜
句
の
国
民
評
議
会
青
少
年
委
員
会
で
、

四

親
独
派
で

1 ;'j 3・--452 (香法'%)



ヴィシ一時代の百年連動（渡辺）

祝
福
さ
れ
て
誕
生
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

ユ
将
軍
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

-

j
ロ
ー
こ
、

L
!
V
l
|
 彼
は
友
人
で
参
謀
本
部
副
官
か
ら
休
戦
直
価
の
六
月
八
、

四
九
日
に
召
集
さ
れ
た

錬
成
所
の
結
成
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
、

指
導
者
の
ド
・
ラ
・
ポ
ル
ト
・
デ
ュ

・
テ
イ

青
年
錬
成
所
の
誕
生

織
で
あ
り
、

た
。
か
れ
ら
は
、

こ
れ
ら
の
指
導
者
は
、
各
組
織
の
独
立
を
咋
屯
し

、

i
-

:
T
i
}
 

的
役
割
」

の
影
評
を
受
け
て
、

一
九
三
二
年
に
『
技
師
の
社
会
的
役
割
』
を
著
し
て
ペ
タ
ン
の
注
目
を
浴
び
て
い
た
。
こ
の
本
に
、

ヨ
テ
イ
が
序
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
ラ
ミ
ラ
ン
は
、
産
業
家
は
青
年
労
働
者
に
規
律
や
建
設
的
行
動
や
位
階
的
な
社
会
秩
序
ヘ

の
従
順
さ
を
と
お
し
て
性
格
形
成
に
関
す
る
軍
事
指
祁
者
の
考
え
を
適
川
す
る
こ
と
を
噌
む
と
、
記
し
て
い
た
。

的
役
割
の
継
続
と
し
て
徴
兵
制
を
考
え
て
い
た
。
青
年
に
軍
隊
的
編
成
と
規
律
を
施
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

リ
ヨ
テ
イ
の
影
郷
け
を
受
け
た
軍
人
た
ち
も
第
二
次
大
戦
前
に
、
社
会
間
題
を
議
論
す
る
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
に
、
青
年

錬
成
所
の
指
導
者
に
な
る
ド
・
ラ
・
ポ
ル
ト
・
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
将
軍
や
、

隊
将
校
の
ド
・
ス
ゴ
ン
ザ
ッ
ク
も
い
た
。

は
青
年
錬
成
所
の
隊
付
き
神
父
に
な
っ
た
。
彼
は
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
の
友
人
で
あ
っ
た
。

一
元
的
な
青
年
組
織
を
め
ざ
し
た
対
独
協
力
‘E
義
者
と
は
見
解
を
異
に
し
た
の
で
あ
る
。

青
年
錬
成
所

先
述
し
た
多
様
な
青
年
連
動
体
の
一

[
3
]
 

っ
と
し
て
、
青
年
錬
成
所
は
生
み
出
さ
れ
た
。
青
年
錬
成
所
は
、

リ

ペ
タ
ン
も
学
校
の
教
育

ユ
リ
ア
ー
ジ
ュ
幹
部
学
校
の
創
設
者
に
な
る
カ
ト
リ
ッ
ク
騎
兵

ス
カ
ウ
ト
連
動
に
従
事
し
て
き
た
ド
ミ
ニ
コ
会
の
マ
ル
セ
ル
ー
ド
ニ
・
フ
ォ
レ
ス
テ
ィ
エ
ー
ル

ヴ
ィ
シ
ー
の
主
要
な
青
年
組

ヴ
ィ
シ
ー
の
公
的
制
度
で
あ
っ
た
。
錬
成
所
は
一
九
四

0
年
七
月
三
：
日
の
法
律
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
が
、
満
場
一
致
で

15-3 ---453 (香法'95)
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・
テ
イ
こ
／

め
ら
れ
た
。

錬
成
州
い
間
題
を
考
え
た
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
巾
帖
が
あ
っ
た
。

一
九
四

0
年
七
月

□

日
に
、

そ
こ
に
は
青
年
団
の
規
約
も
原
理
も
日
的
も
明
ぷ
＼
；
れ
て
い
な
か
っ
た
。

四

0
年
九
月
半
ば
ま
で
に

休
戦
協
定
に
し

と
も
あ
れ
、

て
施
行
さ
れ
た
が
、

の
団
が
嗣

の
管
帖
下
に
結
成
さ
れ
る

六
月
に
召
集
さ
れ
た
青
年
は
い
511
に
動
員
解
除
さ
れ
て
民
間
人
と
な
り
、

一
青
年
団
L
(
G
r
o
u
p
e
m
e
n
t
s
d
e
 J
 e
u
n
e
s
s
e
)
に
半
年
間
釦
人
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
青
年
団
が
錬
成
所

(
C
h
a
n
tiers)
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
政
令
は
法
と
し

三
一
日
に
公
布
さ
れ
た
政
令
に
よ
っ
て
、

彼
ら
は
、

青
少
年
庁

成
さ
れ
た
が
、
物
賓
不
足
の
た
め
服
装
も
ち
ぐ
は
ぐ
で
あ
っ
た
し
、
窃
盗
な
ど
も
多
く
て
、
指
雌
者
の
権
威
の
樹
立
と
規
律
の
阿
復
が
求

・
テ
イ
ユ
は
国
防
省
に
呼
び
出
さ
れ
、
晩

[
I
/
 

に
錬
成
所
を
公
認
す
る
政
令
が
ペ
タ
ン
几
帥
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
政
府
内
の
政
沿
力
学
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
え
な
い
が
、

一
九
四

0
年
兵
を
家
庭
に
帰
す
政
令
を
加
帥
に
提
出
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。

J
^

；

こ

ー

こ

ゞ

ユ

ふ

9
10 |
|

テ

を
ぶ
し
た
の
で
あ
る
。

じ
月
一
几
日
に
闘
軍
大
い
が
、

錬
成
浙
結
成
に
一
歩
踏
み
出
す
べ
く
デ
ュ

・
テ
イ
ユ
を
せ
き
た
て
る
が
、

閤
議
は

が
貼
閉
し
た
た
め
に
、

閲
議
を
通
ら
な
か
っ
た
。

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
閃
係
者
は
、

ド
イ
ツ
占
領
軍
の
不
興
を
買
う
の
を
恐
れ
て
た
め
ら
い

ス
ト
は
修
正
を
加
え
ら
れ
た
が
、

錬
成
叫
が
陸
軍
省
と
明
確
に
鮎
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

イ
バ
ル
ネ
ガ
レ
ー
初
代
青
少
年
庁
長
官

七
月
：
几
日
の
最
初
い
テ
キ
ス
ト
に
は
、

労
働
作
策
場
で
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
川
民
的
義
務
奉
仕
期
間
を
設
け
る
と
あ
っ
た
。

ヽ
ー
ノ
ー
ニ

こ¥:::,
If""'11 

し
え
な
い
フ
ラ
ン
ス
じ
日
年
い
受
け
皿
と
し
て
も
錬
成
所
は
位
叩
lt
づ
け
ら
れ
た
。

備
役
将
校
の
就
職
先
と
し
て
錬
成
所
の
幹
部
職
が
位
附
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
徴
兵
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
に
、

軍
事
教
錬
を
諜

で
の
キ
ャ
ン
プ
生
活
や
公
共
巾
路
と
い
っ
た
、

後
の
錬
成
所
の
機
構
や
力
針
が
叫
さ
れ
て
い
た
。

軍
に
と
っ
て
も
、

動
員
解
除
さ
れ
た

f

と
考
え
た
が
、

翌
日
に
陸
軍
大
臣
と
会
っ
て
、

完
全
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
仔
え
ら
れ
た
。
七
月
一

0
日
に
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
叶
画
案

を
提
出
し
承
認
さ
れ
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
の
案
に
は
、
隊
編
成
や
都
巾
の
よ
か
ら
ぬ
影
秤
か
ら
青
年
を
逃
れ
さ
せ
る
た
め
の
自
然
の
な
か

数
千
人
の
新
兵
の
指
揮
を
腔
軍
大
臣
コ
ル
ソ
ン
将
軍
が
彼
に
任
せ
た
が
っ
て
い
る
と
間
か
さ
れ
た
。

彼
は
こ
の
使
命
は
一
時
的
な
も
の
だ

四
四

l.1 :3 -454 (香法'95)



ヴィシ一時代の青年運動（渡辺）

の
徴
標
で
あ
る
」

の
な
か
で
も
、

面
辰
村
生
活
の
人
間
形
成
力
L

面）

と
語
ら
れ
て
い
た
。

が
屯
視
さ
れ
た
り
、

1

農
民
の
個
性
の
淋

rnは、

四
五

諸
価
値
の
よ
り
健
全
な
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー

状
認
識
が
あ
っ
た
。

し
よ
、

そ
ォ
｛

ペ
タ
ン
の

「
大
地
は
嘘
を
つ
か
な
い
［

と
い
う
農
本
じ
義
と
共
嗚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

こ
。
こ
こ
こ
よ
、

t

(

l

>

 

一
九
四
一
年
の
宣
伝
パ

彼
は
、

二

0
歳
の
＂
右
人
を
こ
の
種
の
役
務
に
つ
か
せ
る
こ
と
を

コ
ロ
ラ
リ
ー
と
言
い
う
る
。

妻
子
を
ほ
っ
て
お
い
て
、

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
連
盟
の
イ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
地
方
本
部
長
を
務
め
、

フ
ォ
ン
テ
ン
ヌ
ブ
ロ
ー
の
森
ヘ
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

ウ
ト
運
動
の
精
神
や
機
構
が
錬
成
所
に
も
刻
み
こ
ま
れ
る
の
は
、

ス
カ
ウ
ト
連
動
の
即
想
と
準
軍
事
組
織
と
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
、

提
案
し
た
。
軍
務
を
離
れ
た
青
年
を
嬰
業
や
林
業
の
現
場
に
送
っ
て
、
全
体
の
利
益
に
な
る
仕
事
に
つ
か
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
農

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
錬
成
所
の
目
的
を
失
業
対
策
に
お
い
て
い
る
が
、

そ
れ
も
日
的
の
一

業

(agriculture)
や
林
業

(silviculture)
は
、
心
身
の
修
養

(culture)
を
弥
く
意
識
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以

t
に
錬
成
所
は
、

キ
ャ

ン
プ
生
活
を
つ
う
じ
て
同
志
的
結
合
を
打
ち
た
て
、
諸
社
会
附
級
を
融
合
さ
せ
、
都
市
と
股
村
と
を
接
近
さ
せ
る

F
段
と
位
附
づ
け
ら
れ

無
秩
庁
な
産
惚
文
明
と
都
巾
化
の
波
が
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
対
立
を
拡
大
し
、
純
朴
な
製
村
を
危
機
に
陥
れ
た
と
い
う
現

こ
の
よ
う
な
ス
カ

ス
カ
ウ
ト
連
動
の
長
い
経
験
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
週
木
に
は

こ
の
よ
う
な
青
少
年
の
窮
状
に
、

3

1

 

-7
こ

彼
は
打
時
五
六
歳
で
、

一
九

:
-
0年
代
に
は
フ
ラ
ン
ス
・
ボ

が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

錬
成
所
い
初
期
の
メ
ン
バ
ー
は
、

敗
走
し
て
流
浪
し
途
方
に
付
れ
た
：
九
四

0
年
兵
か
ら
な
っ
た
の
で
あ
る
。

i"-

・
テ
イ
ユ
は
心
を
悩
ま
し
た
。

一
九
四

0
年
兵
の
九
Jj
ニ
0
0
0人
も
動
員
解
除
さ
れ
た
。

し
か
し
、

会
し
、
仕

ifを
再
び
見
つ
け
る
と
い
う
物
質
的
労
芳
や
心
労
に
直
向
し
た
。
両
視
を
失
い
ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
っ
た
佑
者
や
、
交
珀

f
段
の

マ
ヒ
ゆ
え
に
、

た
だ
ち
に
故
郷
に
帰
れ
な
い
杓
者
も
い
た
。
占
領
地
区
出
身
の
村
年
を
、
境
界
線
を
越
え
て
ど
う
や
っ
て
送
り
返
す
こ
と

た
の
で
、

多
く
の
者
は
住
居
を
再
獲
得
し
、

さ
ま
よ
う
家
族
と
再

た
が
っ
て
フ
ラ
ン
ス
軍
は
解
散
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
軍
が
秩
庁
の
維
持
に
最
低
限
必
要
な
―

ojj人
の
軍
隊
し
か
フ
ラ
ン
ス
に
認
め
な
か
っ

15--3 -45:i (香法'95)



第
二
期
は
、
ダ
ル
ラ
ン
の
ヴ
ィ
シ
ー
期
に
当
た
る
四
一
年
二
月
か
ら
四
二
年
四
月
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
錬
成
所
は
常
設
の
制
度
と
な

り
、
原
理
も
摩
き
が
か
け
ら
れ
、
国
民
革
命
の
精
神
を
も
っ
と
も
体
現
し
た
時
期
で
あ
る
。
錬
成
所
の
発
展
期
で
あ
り
、
約
一

0
万
人
の

隊
員
を
数
え
、

五
一
ー
の
団
が
あ
っ
た
と
き
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
カ
ル
コ
ピ
ー
ノ
国
民
教
育
大
臣
の
も
と
で
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
と
ラ
ミ
ラ

ン
と
テ
ラ
シ
ェ
ー
ル
、

あ
っ
た
。

果
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
元
テ
ニ
ス
選
手
ボ
ロ
ト
ラ
は
省
内
の
四
課
を
占
め
、

し
か
し
、
政
府
内
の
対
独
協
力
派
か
ら
青
年
運
動
の
統
一
に
向
け
た
圧
力
が
弥
ま
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。

第
三
期
は
、
ラ
ヴ
ァ
ル
の
再
登
場
か
ら
ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
全
土
占
領
ま
で
の
四
二
年
四
月
か
ら
四
二
年
一

四
一
年
一
月
一
八
日
の
法
で
あ
っ
た
。

が
、
青
年
に
勤
勉
さ
や
社
会
性
や
祖
国
を
教
え
こ
み
、

2
 
青
年
錬
成
所
の
歴
史

青
年
錬
成
所
の
歴
史
は
五
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
期
は
、

の
組
織
化
の
時
期
で
あ
る
。
手
さ
ぐ
り
の
状
態
で
組
織
化
を
進
め
て
き
た
錬
成
所
が
、

を
お
ろ
す
時
期
で
あ
る
。

張
し
た
。

四
一
年
一
月
の
法
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
根

し
か
し
錬
成
所
は
、
軍
隊
的
組
織
へ
と
発
展
す
る
芽
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、

活
の
厳
し
さ
に
苦
柏
を
奇
せ
た
し
、

ド
イ
ツ
国
防
軍
の
疑
惑
の
日
に
つ
ね

に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
し
、
食
糧
や
物
行
の
不
足
、
隊
員
に
よ
る
窃
盗
と
横
領
な
ど
は
、
批
判
の
的
に
な
っ
た
。
親
た
ち
は
、

キ
ャ
ン
プ
生

キ
ャ
ン
プ
が
ド
イ
ツ
の
兵
役
セ
ン
タ
ー
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
抗
議
は
ヴ

ィ
シ
ー
政
府
を
も
動
か
し
、
政
府
は
錬
成
所
に
対
す
る
視
寮
や
調
在
を
増
や
し
て
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
に
説
明
を
求
め
た
。

0
月
に
は
、
錬
成
所
の
解
散
す
ら
政
府
は
考
え
て
い
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
、
錬
成
所
が
軍
隊
と
一
線
を
両
す
べ
く
努
め
た
し
、
錬
成
所

か
く
し
て
四

0
年
―
一
月
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
将
来
の
幹
部
を
作
り
出
す
と
い
う
教
育
的
任
務
を
達
成
し
う
る
と
、
E

ア
ン
テ
ィ
ジ
ェ
ー
ル
陸
軍
大
臣
の
支
持
と
青
少
年
庁
長
官
の
保
証
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結

ド
イ
ツ
の
勝
利
に
は
中
立
的
か
反
対
か
で

一
月
の
時
期
で
あ

一
九
四

0
年

一
九
四

0
年
八
月
の
誕
生
か
ら
四
一
年
一
月
ま
で

四
六

lS -:1 --4S6 (香法'9S)



ヴィシ一時代の青年運動（渡辺）

か
く
し
て
、

―-
0歳
の
す
べ
て
の
青
年
に
参
加
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

四
七

訓
錬
期
間
は
六
カ
月
か
ら
八
カ
月
に
延
ば
さ
れ
、

青
年
錬
成
所

こ
の
一
月
i

八
日
法
で
召
集
に
応
じ
な
い
者
は
、

五
年
の
禁
固
と

1
0
0
0
フ
ラ
ン
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
た
。

は
常
設
の
国
の
制
度
と
な
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、

い
わ
ば
試
行
期
間
が
終
わ
り
、

錬
成
所

第
一
期
生
の
半
年
の
訓
純
期
間
が
終
了
す
る
一
九
四
一
年
一
月
に
、

3
 

る
。
ラ
ヴ
ァ
ル
の
復
帰
と
と
も
に
錬
成
所
は
、
国
民
教
育
省
の
管
轄
ド
に
移
り
、
新
た
な
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
対
独
協

力
政
策
に
加
わ
る
よ
う
に
錬
成
所
に
圧
力
が
か
け
ら
れ
た
と
き
で
あ
る
。
す
で
に
四
二
年
一
一
月
に
は
、
ド
イ
ツ
で
一
年
間
働
い
た
者
は
錬

成
所
で
の
義
務
奉
仕
を
免
除
さ
れ
て
い
た
し
、
四
ー
炉
年
じ
月
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
排
除
さ
れ
、
風
向
き
は
変
化
し
て
い
た
。

第
四
期
は
、

第
五
期
は
、

四
二
年
―
一
月
か
ら
四
四
年
一
月
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
錬
成
所
は
存
続
し
た
が
、

四
四
年
一
月
の
瞥
察
国
家
の
成
立
か
ら
解
放
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
青
年
を
ド
イ
ツ
で
強
制
労
働
に
従
事
さ
せ
る
政
策
に
反
対
し
た
と
い
う
理
由
で
ド
イ
ツ
ヘ
追
放
さ

青
年
錬
成
所
の
機
構

そ
の
方
向
性
や
生
存
に
つ
い
て
の
不

四
四
年
一
月
四
日
に
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
将
軍
は
ド
イ
ツ

ニ
カ
月
の
期
間
延
氏
と
連
動
の
義
務
化
を
決
め
る
法
が
通
過
し

た
。
こ
の
一
月
一
八
日
法
は
、
錬
成
所
に
安
定
し
た
性
格
を
も
た
ら
し
た
。

と
で
あ
り
、

「
全
階
級
が
融
合
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
青
年
に
道
徳
的
で
男
性
的
な
教
育
を
補
足
す
る
こ

そ
の
教
育
が
同
じ
国
民
的
い
念
の
熱
情
の
な
か
で
結
ば
れ
る
健
仝
で
誠
実
な
指
導
者
と
人
間
を
創
る
こ
と
L

で
あ
っ
た
。

総
本
部
は
国
民
教
育
省
と
青
少
年
庁
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
臨
時
の
総
本
部
が
ク
レ
ル
モ
ン
ー
フ
ェ
ラ
ン
に
お
か
れ
た
が
、
正
式
の
可
令

れ
た
。
こ
う
し
て
錬
成
所
は
終
局
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

軍
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
、

が
問
わ
れ
た
と
き
で
あ
っ
た
。

確
実
性
が
増
大
し
た
時
期
で
あ
る
。

一
九
四
]

.

1

年
．
日
月
か
ら
ド
イ
ツ
で
の
怖
制
労
働
徴
川
が
始
ま
り
、

錬
成
所
は
そ
れ
に
従
う
の
か
否
か

15---3 -~457 (香法'95)



か
ら
な
っ
た
。
隊
は
自
身
の
キ
ャ
ン
プ
を
持
っ
て
い
た
。

地
の
干
拓
な
ど
の
全
体
的
な
作
業
に
従
事
し
た
。

に
前
進
」

の
名
で
は
な
く
て
、

軍
隊
や
中
間
や
カ
ト
リ
ッ
ク
の
英
雄
を
守
晶
叩
人
と
し
た
。

―
つ
の
隊
は
：
九

0
¥
―1
0
0人
ほ
ど
の
隊
員

ロ
フ

ンヽ

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
、

7
^
iぶ

一
人
川

ボ
ナ
パ
ル
ト
、
ジ
1

部
が
管
轄
す
る
団
の
数
は
、

四
七
＼
五
二
で
あ
り
、

団
員
は
約
二

0
万
人
に
逹
し
た
。

お
の
お
の
の
団
は
、

革
命
家
や
共
和
派
や
芸
術
家

こ
よ
、

9_~9_ 

労
働
係
・
職
員
係
・
保
健
係
・
教
介
係
・
連
輸
係
・
社
会
係
・
川
祭
係
と
い
う
じ
つ
の
行
政
組
織
が
お
か
れ
た
。

パ
つ
の
地
力
本

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
ー
名
と
．． 

名
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
隊
付
き
牧
師
や
神
父
、

-
＾
ダ
名
の
似
者
と
／
名
の
歯
科
似
と
薬
剤
師
が
い
た
。

団
の
な
か

1

4

]

パ

0
0人
の
団
員
を
擁
し
た
。
た
と
え
ば
い
山
：
一
じ
団
に
は
、

―
じ

0
0人
の
団
員
に
対
し
て
、
可
令
官
と
四
人
の
補
佐
と
几
人
の
助
-
]
、

自
由
地
区
の
地
方
本
部
に
は
軍
隊
の
連
隊
に
相
甘
す
る
八
か
ら
一

0
の
[
(
g
r
o
u
p
e
m
e
n
t
)
が
あ
り
、

―
つ
い
団
は
約

□

九

0
0
か
ら

河
川
森
林
賓
源
局
の
監
督
官
て
あ
っ
た
。

件
な
ど
を
監
督
し
た
。

錬
成
州
の
幹
部
は
軍
か
ら
、

モ
ン
ペ
リ
エ
、

ー
ズ
に
お
か
れ
た
。
各
地
jj
本
部
は
、
地
域
の
錬
成
所
と
接
触
を
保
ち
、
衛
生
・
食
巾
・
住
居
の
状
況
や
労
働
条
件
や
迅
徳
的
涵
長
の
条

キ
ャ
ン
プ
地
は
河
川
森
林
資
源
い
か
ら
供
給
さ
れ
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
の
父
親
は
、

ッ
フ
ル
、
フ
ォ
ッ
シ
ュ
、
ペ
タ
ン
な
ど
の
軍
人
の
名
を
取
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
お
の
お
の
の
団
は
、
二
つ
ね
に
フ
ラ
ン
ス
を
L

ロ
日
的
を
め
ざ
せ
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
持
っ
て
い
た
。
同
一
地
域
の
作
業
場
に
あ
る
団
は
、
森
林
の
間
墾
や
柏
林
、
沼

こ
の
団
は
、
軍
隊
の
中
隊
に
甘
た
る
七
か
ら
一
―
一
の
隊

(
g
r
o
u
p
e
)
か
ら
構
成
さ
れ
、

キ
ャ
ン
プ
は
テ
ン
ト
や
組
立
式
の
小
屋
で
あ
っ
た
。
隊
の
キ
ャ
ン
プ
は
わ
ざ
と

の
組
織
を
持
っ
た
。
地
灯
本
部
市
務
い
は
、

ア
ル
ジ
ェ
、

ク
レ
ル
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
、

リ
ヨ
ン
、

マ
ル
セ
イ
ユ
、

、
,
J

レJ
 

ー

員
課
、

新
間
・
冗
伝
課
の
五
つ
の
課
が
あ
っ
た
。

北
ア
フ
リ
カ
に

つ
と
自
由
地
い
に
五
つ
の
地
方
本
部
が
設
け
ら
れ
、

総
本
部
と
同
様

六
七
四

0
人
を
組
織
し
て
い
た
。

総
本
部
長
に
は
、

デ
こL

・
テ
イ
ユ
将
軍
が
な
っ
た
。

総
本
部
に
は
、

庶
務
課
、

労
働
課
、

保
健
課
、
職

＞
よ
、

立
ロ
ー

一
九
四

0
年

1
0月
か
ら
ピ
上
イ
ー
ド
ー
ド
ー
ム
県
の
シ
ャ
テ
ル
ー
ギ
ュ
ヨ
ン
に
設
け
ら
れ
た
。

）
七
寸
片
＂
で
、

こ
0
廿
l
ハ

錬
成
所
は
八
Jj

四
八

15 -:-\~458 (香法'95)



ヴィシーfL『代の青年連動（渡辺）

0
人
と
な
り
、

デ
ュ

こ
の
な
か
に
は
六
二
人
の
隊
付
き
咆
職
者
も
い
た
が
、

ほ
と
ん
ど
が
イ
エ
ズ
ズ
派
で
あ
っ
た
。

四
九

彼
ら
の
た
め
に
、

祖
国

{

L

よ、

．
―
フ
ィ
：
（

運
動
の
成
功
は
指
祁
部
の
質
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
た
。

一
九
四

4

・
年
：
一
月
ま
で
に
常
任
ス
タ
ッ
フ
は
四

0
四

執
り
、
労
働
や
食
糧
に
責
任
を
負
い
、

こ
の
班
長
会
議
を
鉦
日
主
宰
し
た
の
が
隊
長
で
あ
る
。

が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
一
日
の
反
省
や
翌
日
の
活
動
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
の
ほ
か
に
、
隊

ど
に
費
や
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
労
働
と
娯
楽
を
と
も
に
す
る
連
幣
的
な
共
詞
体
が
築
き
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
仲
間
精
神
」

ま
た
隊
長
会
が
毎
週
、
団
長
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。

キ
ャ
ン
プ
の
視
察
を
行
っ
た
。

長
教
育
の
実
施
や
育
成
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

団
長
た
ち
は
月
に
二
詞
、

会
合
を
持
っ
た
。

団
長
は
四

0
歳
代
で
あ
り
、

団
の
指
揮
を

こ
こ
で
は
行
政
や
機
構
の
間
題
の
ほ
か
に
、
班

員
の
心
身
状
況
も
報
告
さ
れ
た
。

行
動
は
班
単
位
の
共
詞
行
動
と
し
て
行
わ
れ
、

一
日
の
半
分
は
労
働
に
、

他
の
半
分
は
体
育
と
学
苦
な

ス
を
経
て
作
り
出
さ
れ
た
。

一
般
隊
員
の
日
灯
は

•
五
フ
ラ
ン
、
班
長
は
三
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。

「
大
地
へ
の
阿
帰
L

と
い
う
ヴ
ィ
シ
ー
の
農
村
的
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と

ニ
ニ
＼
二
八
歳
の
数
歳
年
長
の
隊
長
が
い
た
。
隊
長
は
二
＼
三
年
を
錬
成
所
の
助
手
と
し
て
過
ご
し
、

施
に
責
任
を
負
い
、
体
育
や
展
乾
会
や
余
暇
を
指
羽
し
た
。
隊
は
一

0
の
班

(3uipe)
が
集
ま
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
お
の
お
の
の
班
が
眠
り
の
場
、
合
流
の
場
、
食
事
の
場
、
学
び
の
場
、
集
い
の

場
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
だ
」
。
班
に
は
同
年
令
の
班
長
が
い
た
。
錬
成
所
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
若
く
て
自
発
性
に
富
む
と
い
う
条
件
を
満
た

す
見
習
士
官
学
校
の
生
徒
か
ら
、
E
要
に
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
た
。
班
長
は
、
最
初
の
四
カ
月
の
間
に
選
抜
さ
れ
て
数
週
間
の
特
別
投
成
コ
ー

か
ま
ど
」
と
位
附
づ
け
ら
れ
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
、

錬
成
所
の
基
本
単
位
は
、

-
：
~
＼:
l
L人
か
ら
な
る
班
で
あ
る
。

こ
の
班
こ
そ
、

錬
成
所
の
生
祈
と
労
働
の
統
合
が
な
さ
れ
る

「
真
の

つ
の
団
に
は
／

0
0以
卜
り
班
が
あ
っ
た
。

間
に
各
地
方
本
部
ご
と
に

つ
の
割
で
組
織
さ
れ
た
相
打
者
汎
成
学
校
で
：
年
間
の
課
程
を
修
了
し
た
者
が
な
っ
た
。

隊
長
は
労
働
の
実

共
鳴
し
て
い
た
。

隊
に
は
、

都
会
か
ら
離
れ
た
場
所
に
設
け
ら
れ
た
。

し
よ
、

そ

t
i

そ
の

15 --3 --459 (香法'95)



錬
成
所
は
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
将
軍
個
人
に
依
拠
し
た
組
織
で
あ
っ
た
。
錬
成
所
は
、
軍
と
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
影
籾
を
大
き
く
受
け
て
い

る
。
錬
成
所
が
ス
カ
ウ
ト
迎
動
の
影
翌
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
自
然
の
な
か
で
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
し
、

い
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
を
FTc
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
表
れ
て
い
る
。
錬
成
由
の
新
人
隊
員
は

動
の
模
倣
で
あ
る

実
際
に
は
、
錬
成
所
は
軍
事
糾
織
や
準
軍
巾
組
織
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
将
軍
も
、
錬
成
所
の
即
時
解
散
を
も
た
ら

た
だ
、
指
導
者
に
軍
出
身
者
が
多
く
、

す
よ
う
な
武
器
の
隠
胴
に
よ
る
錬
成
所
の
正
規
軍
化
の
試
み
に
正
式
に
反
対
し
た
。
ド
イ
ツ
軍
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。

そ
の
影
評
が
刻
印
さ
れ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
錬
成
所
の
日
常
生
活
の
な
か
に
、
行
進
、
敬
礼
、

4
 

•
神
学
校
学
生
・
初
等
教
師
で
あ
っ
た
。
指
導
者
に
は
無
私
が
求
め
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
将
軍
は
ペ
タ
ン
元
帥
と
詞
じ

く
、
利
他
、
じ
義
や
徳
性
の
衰
退
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
欲
惰
の
経
延
に
欠
陥
を
見
た
か
ら
で
あ
る
。

視
さ
れ
た
。

し
か
し
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
、
指
項
者
は
個
人
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
り
、

青
年
錬
成
所
の
理
想
と
現
実

た
。
最
下
級
の
幹
部
は
二
般
隊
員
か
ら
選
ば
れ
た
。

五
い
き
フ
ラ
ン
ス
」

と
呼
ば
れ
、

テ
ィ
ヴ
は
咋

fn
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
語
っ
て
、
全
体
、
E
義
国
の
指
導
部
と
の
相
違
を
弥
調
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
や
夜
の
集

ス
カ
ウ
ト
連

ー
備
え
よ
つ
ね
に
L

が
迎
動
の
モ
ッ
ト
ー
だ
と
教
え
ら
れ
た
。
軍
の
影
臀
は
日
課
や
機
構
に
明
ら
か
で
あ
る
。

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
て
指
導
者
の
イ
ニ
シ
ア

ま
た
、
指
羽
者
に
は
知
性
よ
り
健
康
が
巾

こ
の
た
め
、
あ
る
指
祁
者
訓
綽
課
程
で
は
、

八
一
人
の
訓
練
牛
の
う
ち
半
分
が
学
牛

は
一
六
几
人
中
の
一
六
二
人
を
数
え
た
。

へ
の
義
務
や
相
国
の
概
念
に
つ
い
て
の
特
別
講
義
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
年
長
の
指
導
者
は
軍
の
将
校
で
あ
り
、

そ
れ
よ
り
杓
い
指
導
者
は
陸
軍
士
官
学
校
生
徒
で
あ
っ
た
。

は
軍
出
身
者
の
占
め
る
割
合
が
高
い
け
れ
ど
も
、
錬
成
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
働
く
軍
の
関
係
者
は
あ
ま
り
成
功
を
収
め
な
か
っ

こ
の
よ
う
に
錬
成
所
の
指
導
者
に

四
二
年
六
月
の
時
点
で

五
〇

15-·3~460 (香法'95)



ヴィシ一時代の青年連動（渡辺）

L

よ、

-）ーし'

五

規
律
、
国
旗
掲
揚
、
制
服
な
ど
、
軍
の
牛
活
様
式
が
取
り
人
れ
ら
れ
た
。

ま
た
、
指
祁
者
へ
の
忠
誠
と
服
従
や
位
階
制
も
権
威
ヽ
じ
義
の
特

軍
と
ス
カ
ウ
ト
連
動
の

.. 
つ
は
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
個
人
に
よ
っ
て
具
現
さ
れ
た
。
彼
は
職
業
軍
人
で
あ
り
、

彼
は
理
工
科
学
校
出
身
で
、
陸
軍
大
学
校
教
授
や
砲
兵
学
校
長
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
彼
は
経
験
ヽ
じ
義
者
で
あ
り
、
体
系
的
で
独

彼
が
ペ
タ
ン
の
国
民
吊
命
に
熱
狂
す
る
兵
士
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

し
て
表
現
さ
れ
た
。
錬
成
所
は
非
政
治
主
義
を
方
針
と
し
て
い
た
が
、
政
泊
と
は
、

彼
は
錬
成
所
を
フ
ラ
ン
ス
再
聰
の
本
質
的
な
迅
具
と
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
錬
成
所
は
、

あ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
国
民

ペ
タ
ン
個
人
と
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
忠
誠
と

ペ
タ
ン
元
帥
の
行
動
を
論
議
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
彼
を
伯
頼
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
錬
成
所
の
講
義
に

は
、
教
育
活
動
に
付
年
を
祁
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
は
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
の
な
か
で
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、

そ
こ
で
の
教
育
は
青
年
を
道
徳
的
市
民
的
愛
国
的
に
す
る

f
段
と
考
え
ら
れ
た
。
錬
成
所
が
日
的
と
し
た
青
少
年
育
成
と
は
、
国

民
革
命
へ
の
使
徒
的
な
使
命
感
、
国
に
奉
仕
す
る
労
働
を
青
年
に
教
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
教
行
を
屯
視
す
る
デ
ュ
・
テ
イ

ペ
タ
ン
か
ら
一
几
四
―
・
年
年
末
に
国
民
教
育
大
臣
の
候
補
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

彼
は
錬
成
所
に
一
．
屯
の
日
的
を
仔
え
た
。

↓
)
ょ
、

l

マ

{

国
民
経
済
に
打
川
な
仕
事
を
青
年
に
り
え
て
国
に
奉
仕
さ
せ
る
こ
と
、

は
、
元
帥
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
国
民
吊
命
の
素
材
が
川
い
ら
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
ぃ
口
年
に
理
想
を
教
化
す
る
手
段
で

他
の

-) 

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
の
間
に
分
裂
を
も
た
ら
す
要
索
と
芳
え

の
祖
先
の
伝
統
を
護
持
す
る
こ
と
な
ど
に
要
約
で
き
た
。

断
的
な
思
想
と
は
無
緑
の
人
物
で
あ
っ
た
。

彼
の
厭
罪
は
、

人
工
的
な
都
巾
文
明
に
対
す
る
反
感
や
几
帥
へ
の
崇
拝
、

・
テ
イ
ユ
に
よ
っ
て
紬
り
あ
げ
ら
れ
た
。

テ
イ
ユ
個
人
の
思
和
心
を
論
ず
る
こ
と
に
笠
し
い
の
で
あ
る
。

任
者
で
あ
っ
た
。

錬
成
所
の
原
罪
も
デ
ュ

）ゞ

‘

J

、

t
ヵ、し

錬
成
所
の
思
想
を
論
ず
る
こ
と
は
デ
ュ
・

徴
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
は
軍
隊
組
織
の
エ
ー
ト
ス
で
も
あ
っ
た
。

か
つ
ス
カ
ウ
ト
連
動
の
責

15---3 -461 (香法'95)



舞
っ
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
一
几
四

0
年
几
月
に
、
(Ill) 

賛
え
た
。

合

n

と

な
心
の
分
野
で
そ
の
責
任
を
果
た
す
」

と
信
頼
の
的
で
あ
る
。

「
隊
付
き
叩
闘
者
は
、

団
長
に
と
っ
て
真
の
助
手
で
あ
る
。

彼
ら
は
も
っ
と
も
重
要

さ
れ
た
。
宗
教
は
私
事
だ
と
さ
れ
た
が
、
錬
成
所
に
も
多
く
の
隊
付
き
聖
職
者
が
お
り
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
精
神
的
指
導
者
と
し
て
振
る

几
帥
の
行
動
は
大
衆
の
支
持
を
集
め
て
い
る
」

ス
ヘ
の
忠
誠
だ
け
を
持
っ
た
非
政
治
的
な
も
の
に
し
た
か
っ
た
。

将
軍
は
、

1
q
;
j
こ

1Lu~.Fr 
-
j
uト
一

／

r
＿

-
l
i

円
）．．
 

と
隊
員
に
泊
っ
た
。

「
元
帥
の
人
柄
は
、

満
場
一
致
の
作
敬

の
職
人
的
フ
ラ
ン
ス
を
罪
想
と
し
た
が
、
職
人
厨
を
育
成
す
べ
く
技
術
教
育
も
錬
成
所
で
は
屯
視
さ
れ
た
。
し
か
し
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
も

率
貞
に
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
追
具
不
足
や
胄
格
を
も
つ
指
淋
員
不
足
ゆ
え
に
こ
の
日
的
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。

錬
成
所
の
日
的
の
一
つ
で
あ
る
道
徳
教
行
は
、
名
腎
と
義
務
を
屯
ん
じ
た
訓
純
、

「
名
腎
崇
拝
」
や
共
生
を
つ
う
じ
た
道
徳
的
規
律
を

屯
視
し
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
将
軍
は
宋
教
的
確
い
に
も
と
づ
い
た
道
徳
的
原
雌
で
知
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
錬
成
所
を
、

ペ
タ
ン
と
フ
ラ
ン

道
徳
教
育
は
ヴ
ィ
シ
ー
の
幹
で
あ
り
、
錬
成
所
も
そ
れ
に
従
っ
た
。
追
徳
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
名
贅
、
国
家
へ
の
絨
実
さ
、
公
正
、

愛
国
心
、
自
由
、
労
働
へ
の
愛
、
家
放
愛
、
家
庭
、
連
舟
、
自
己
犠
牲
、
献
身
、
努
力
、
仲
間
精
神
、
社
会
的
災
徳
な
ど
の
徳
日
が
列
学

ト
ル
の
暖
り
川
木
材
の
成
果
を
得
た
こ
と
を
誇
ポ
し
、

四
．
一
年
に
は
野
菜
の
大
半
を
廂
出
す
る
と
豪
出
す
ら
し
た
。

ま
た
ペ
タ
ン
は
過
去

は
悪
か
っ
た
。

ゞ

L

テ

／

こ

・
テ
イ
ユ
は
一
万
八

0
0
0人
の
隊
員
が
葡
萄
の
取
り
人
れ
に
参
加
し
、

木
炭
一
五

0
0
ト
ン
と
一

0
万
立
法
メ
ー

り
、
中
ー
時
の
経
済
的
必
叩
女
性
に
対
応
し
て
い
た
。

隊
員
や
指
ウ
吋
者
は
こ
の
種
の
仕
巾
に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
の
で
、

は
じ
め
は
作
業
の
能
牽

で
あ
っ
た
。
錬
成
所
の
人
手
は
、

は
じ
め
農
務
省
が
草
刈
や
収
穫
な
ど
に
用
い
た
。

つ
い
で
暖
房
用
の
木
材
や
木
炭
の
供
給
、
上
地
の
耕

社
会
に
と
っ
て
、
労
働
や
連
帯
の
概
念
の

ln要
性
を
人
々
に
教
え
る
べ
く
努
力
さ
れ
た
。
社
会
に
打
用
な
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
が
重
要

作
や
森
を
切
り
開
い
た
道
路
建
設
な
ど
の
仕
巾
が
あ
っ
た
。
木
炭
製
辺
は
、
木
炭
が
自
動
車
の
燃
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

国
民
吊
命
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

つ
が

ぶ
労
働
」

で
あ
る
よ
う
に
、
労
働
は
、
教
育
的
価
値
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。

五
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ヴィシ 時代の付年連動（渡辺）

に
学
生
の
肉
体
的
弱
体
に
関
心
が
集
ま
っ
た
。

そ
こ
で
将
軍
は
、

五

国
立
体
育
学
校
か
ら
育
つ
体
育
教
師
の
祈
厭
代
に
彼
の
希
情
を
託
す
こ

さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

す
る
に
、

「
男
ら
し
さ
」

の
鍛
錬
が
追
徳
的
訓
練
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
た
。
戸
外
で
の
労
働
と
実
背
、
太
閻
と
喉
気
と
水
に
体
を
さ
ら
す

健
康
法
が
屯
視
さ
れ
た
の
も
、

そ
の
た
め
で
あ
る
。
白
然
と
接
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
は
、
人
間
を
高
め
怖
壮
に
し
、
不
快
に
も
耐
え

こ
の
よ
う
な
1

男
ら
し
さ
」
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
怖
調
は
、
強
力
な
指
導
者
崇
廿
と
い
う
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
心

性
と
相
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
将
軍
は
、
現
実
の
新
人
隊
員
が
想
い
肉
体
条
件
に
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

と
く

な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

し
よ
、

そ
ォ
t

こ
の
よ
う
な
友
愛
が
最
屯
要

無
視
さ
れ
た
。
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ナ
シ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
か
き
立
て
る
内
容
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
や
地
理
は
、
隊
員
に
フ
ラ

ン
ス
と
帝
国
を
教
え
、
祖
同
を
曖
さ
せ
、
川
民
共
同
体
の
感
就
を
り
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ド
イ
ツ
占
領
軍
に
向
け
ら
れ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ナ
シ
ゴ
ナ
リ
ズ
ム
を
怖
調
す
る
教
育
は
ド
イ

ツ
の
不
信
を
買
っ
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
、
同
民
革
命
の
純
化
を
押
し
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
矛
盾
に
突
き
中
ー
た
っ
た
の
で
あ

る
。
ヴ
ィ
シ
ー
の
伝
統
へ
の
回
帰
も
、

ド
イ
ツ
占
領
軍
の
存
在
ゆ
え
に
不
徹
底
な
も
の
、
曖
昧
な
も
の
に
終
わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

道
徳
訓
練
の
第
一
の
原
理
は
、
自
尊
に
も
と
づ
く
個
人
の
名
許
感
に
訴
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

己
犠
牲
が
性
格
を
鍛
え
、
友
愛
を
育
み
つ
つ
、
責
任
感
や
他
者
へ
の
義
務
感
を
発
達
さ
せ
る
と
言
わ
れ
た
。

共
通
善
の
た
め
の
白

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
の
日
り
で
の
タ
ベ
の
ひ
と
と
き
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
る
と
若
え
ら
れ
た
。
要

し
か
し
、

ン

（
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
条
件
）
、

レー

い
、
ス
ト
ゥ
ー

ノ

（
科
学
的
人
道
的
人
オ
）
、

)
1
1
-
r
イ

ー

こ

｝

｝

9

（
植
民
地
の
大
オ
）

で
あ
っ
た
。

第．
1

．
共
和
政
は

抗）、

シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ

（
文
明
の
精
蔀
）
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

（
領
上
の
防
衛
）
、

ル
イ
＾
四
世
（
フ
ラ
ン
ス
の
統
＾
）
、

ナ
ポ
レ
オ

さ
れ
た
。

伝
記
を
用
い
た
倫
理
が
説
か
れ
た
。

取
り
あ
げ
ら
れ
る
英
雄
と
そ
の
出
号
は
、

ウ
ェ
ル
キ
ン
ゲ
ト
リ
ク
ス

（
古
代
ガ
リ
ア
の
抵

デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
四

0
年
一

0
月
の
週
報
で
道
徳
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
述
べ
て
い
た
。

そ
れ
は
名
腎
か
ら
英
雄
‘t
義
ま
で
の
芙
徳

の
カ
タ
ロ
グ
と
い
っ
た
趣
の
あ
る
も
の
で
、
歴
史
で
は
ポ
レ
ミ
ッ
ク
は
避
け
ら
れ
、
伝
記
と
通
史
か
ら
な
る
一
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意

15・3・-46:l (香法'95)



し)

た.jt,
-_,, 
・プ^-。ュ
は
じ
め
隊
員
の
士
気
は
嘆
か
わ
し
か
っ
た
し
、

・
テ
イ
ユ
将
軍
は
、

を
支
持
し
た
の
も
、

そ
れ
が
諸
階
級
の
協
調
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

宿
る
と
し
て
、
体
育
に
賛
成
す
る
が
、

錬
を
め
ざ
す
。
同
年

一
九
四

0
年
八
月
に
ヴ
ィ
シ
ー
は
、

宣
伝
冊
子
に
も
、

と
に
し
た
。
理
想
は
完
憶
な
肉
体
的
健
康
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
と
い
う
状
況
ド
で
は
非
現
実
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
体
育
が
強
調
さ
れ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

説
を
掲
載
し
て
、
教
育
改
革
を
訴
え
、

ヴ
ィ
シ
ー
は
、
敗
戦
は
フ
ラ
ン
ス
青
年
の
軟
弱
さ
も
一
因
で
あ
る
と
杓
え
、

「
健
康
、

C

両
世
界
評
論
lC

「-JC
帥
は
、
青
年
を
作
り
直
し
つ
つ
し
か
国
民
を
取
り
戻
せ
な
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
」

社
会
的
融
合
は
今
一

に
「
国
民
教
育
」
と
題
す
る
論

9

)

 

（じ
I

汎
気
、
規
律
」
を
lj一
え
よ
う
と
し
た
。
当
時
の
七
七
ペ
ー
ジ
の
1
/
 

1
j
 

と
記
さ
れ
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
ニ
ス
選

f
ボ
ロ
ト
ラ
の
指
導
ド
に
ス
ポ
ー
ツ
総
合
委
員
会
を
設
附
し
肉
体
の
鍛

一
月
の
通
逹
で
、
小
学
校
に
三
＼
四
時
間
の
体
育
授
業
を
勧
め
た
。
教
会
も
「
健
全
な
内
体
に
健
全
な
精
神
」
が

ス
ポ
ー
ツ
の
流
行
が
末
教
的
義
務
を
忘
れ
さ
せ
る
こ
と
を
懸
念
し
も
し
た
。

つ
の
公
民
教
行
の
即
想
で
あ
っ
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
、
学
生
が

f
の
技
術
を
欠
き
、
学
業
の
中
断
を
後
悔
し
、

手
仕
事
を
時
間
の
浪
費
と
苔
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

こ
れ
は
、
手
仕
れ
を
竹
美
す
る
錬
成
所
の
方
針
に
反
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
ラ
ミ
ラ
ン
を
補
佐
す
る
ペ
ロ
ル
ソ
ン
は
、
隊
員
の
待
遇
の
完
全
な
平
罪
を
惰
ん
だ
。

か
く
し
て
学
生
は
、
技
術
不
足
を
補
う
た

め
の
役
務
期
間
の
延
長
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
学
生
に
の
み
補
習
を
課
す
こ
と
は
、
錬
成
所
の
最
屯
要
な
側
面
の
一
っ
で
あ

る
社
会
的
融
合
を
無
に
す
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
も
、
新
し
い
フ
ラ
ン
ス
の
形
成
に
お
け
る
学
生
の
中
心
的
役

割
を
認
め
る
け
れ
ど
も
、
指
祁
者
の
賓
質
は
―
つ
の
社
会
階
屑
の
特
権
で
は
な
い
と
考
え
た
。
錬
成
所
が
、

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
労
働
憲
章

了
几
四
一
年
二
月
の
最
初
の
召
集
隊
の
解
散
式
の
と
ぎ
に
、
社
会
的
融
合
に
つ
い
て
楽
観
的
見
解
を
述
べ
て

テ
ン
ト
の
麻
布
や
毛
布
、
調
理
席
具
や
道
具
も
な
か
っ
た
。
良
家
の

f
息
と
労

働
者
の
若
者
が
雑
居
状
態
に
あ
る
こ
と
や
良
家
の

f
息
を
伐
採
や
道
路
T
事
の
手
作
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て

体
育
教
育
と
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ペ
タ
ン
は
、

一
九
四

0
年
八
月
の

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
不

五
四

15--J -464 (香法'95)



ヴィシ一時代の青年運動（渡辺）

こ
れ
ら
の
青
年
が
比
類
な
き
自
己
犠
牲
を
受
け
人
れ
る
ま
で
に
輝
い
て
い
る
と
語
っ
て
、
将

軍
は
、
愛
国
心
・
社
会
・
個
人
道
徳
・
健
康
・
労
働
の
分
野
に
つ
い
て
、
錬
成
所
が
果
た
し
た
役
割
を
総
括
し
た
。
愛
国
心
に
燃
え
て
、

1
0人
に
一
人
は
国
民
吊
命
の
た
め
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
活
動
家
と
な
っ
た
し
、
階
級
と
職
業
と
出
身
地
方
を
巽
に
す
る
青
年
た
ち
が
錬
成

所
の
な
か
で
―
つ
に
溶
け
あ
っ
た
。
個
人
的
に
彼
ら
は
誠
実
さ
や
自
己
統
御
を
学
び
、
病
気
も
減
り
、
体
脂
の
回

L
を
見
た
。
青
年
の
根

民
衆
階
層
出
身
の
青
年
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
青
年
と
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
や
プ
ラ
チ
ッ
ク
の
違
い
が
な
お
大
き
か
っ
た
こ
の
時
代
を
勘
合
す
る

と
、
ヴ
ィ
シ
ー
の
社
会
的
融
合
政
策
は
、
青
年
の
社
会
的
統
合
と
い
う
向
で

1

定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
こ
こ
で
も
、
ヴ
ィ
シ
ー
は
異
な
る
陪
屑
に
は
異
な
る
教
育
課
程
を
与
え
て
、
社
会
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
、

諸
階
級
融
合
の
理
念
も
、
欺
隔
的
で
曖
昧
な
も
の
に
終
わ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

公
民
教
育
に
関
す
る
錬
成
所
の
教
義
は
単
純
で
、

遊
び
、
歌
、

-
0時
三

0
分、

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
長
の
助
言
。

五
五

1

ヒ
f‘
仕

昼
食
、
自
由

キ
ャ
ン
プ
の
視
察
。

八時―
i
O分、

そ
れ
は
共
同
体
の
理
想
に
も
と
づ
き
、

ド
ク
ト
リ
ン
を
教
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
青
年
に
愛
国
心
を
育
む
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
た
。
同
時
に
、
錬
成
所
の
教
育
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

で
文
化
的
で
職
業
的
目
的
を
持
っ
た
。
錬
成
所
の
隊
員
は
授
業
に
出
る
よ
う
に

格
を
取
っ
て
い
な
い
者
も
い
た
。
彼
ら
は
歴
史
や
地
理
を
学
ん
だ
。
あ
る
団
で
は
三
四
人
の
初
等
卒
業
賓
格
の
候
補
者
が
出
て
、

(49) 

ち
の

1:10人
が
修
了
し
た
。
そ
の
資
格
を
持
つ
者
は
、

そ
の
う

コ
ー
ラ
ス
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
文
化
活
動
に
従
巾
し
た
。
そ
の
他
、
地
方
の
記
念

碑
を
探
訪
し
た
り
、
農
民
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
の
代
表
や
社
会
委
員
会
の
じ
場
労
働
者
の
講
油
を
聞
い
た
り
し
た
。

錬
成
所
の
青
年
は
、

-
［
を
二
分
し
て
、
肉
体
労
働
、
肉
体
の
鍛
錬
・
教
育
・
食
事
・
余
暇
、
睡
眠
に
あ
て
た
。
日
課
は
軍
隊
式
に
編

成
さ
れ
た
。
六
時
に
起
床
、
洗
面
、
任
意
の
宗
教
礼
拝
。
七
時
、
国
旗
掲
揚
と
コ
ー
ヒ
ー
。

キ
ャ
ン
プ
設
営
、
雑
用
、
体
操
、
水
浴
び
、
朝
食
。

本
的
明
白
な
変
化
は
ま
だ
実
行
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

＼
与
‘

J
廿
i

わ
れ
た
。
文
盲
者
は
二
割
を
占
め
た
し
、
初
等
卒
業
資

必
要
な
円
建
は
始
ま
っ
た
、

満
を
述
べ
た
が
、
今
や
青
年
の
愛
同
心
は
、

ペ
タ
ン
の
油
説
の
な
か
に
含
ま
れ
る
国
家
の

と。
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は
思
わ
れ
な
か
っ
た
。

余
暇
を
過
ご
す
こ
と
も
む
ず
か
し
か
っ
た
。

甘
楽
好
き
の
青
年
に
と
っ
て
も
、

コ
ー
ラ
ス
ば
か
り
で
ハ
ー
モ
ニ
カ

こ。t
 

しォ
こ
の
よ
う
に
過
大
評
価
さ
れ
た
「
夜
の
集
い
」

で
あ
る
が
、

そ
こ
で
は
、

一
日
の
反
省
と
り
日
の
予
定
、

ゲ
ー
ム
や
歌
や
学
習
が
行
わ

よ、
,
1
,
 

「
夜
の
集
い
」

し）
L_  

の
成
否
が
指
導
者
の
資
竹
に
大
き
く
左
布
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、

に
負
っ
て
い
る
と
自
負
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
錬
成
面
の
な
か
に
生
き
生
き
と
あ
る
仲
間
精
神

[

i

佼
の
集

こ
の
息
抜
き
い
な
か
で
、

心
は
広
が
り
、

友
情

い
る
。

「
夜
の
集
い
」

ま
ね
た
も
の
で
あ
る
が
、

同
様
に
屯
視
さ
れ
た
日
課
は
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
の
日
り
で
の

ー
夜
の
集
い
」

で
あ
る
。

ス
カ
ウ
ト
連
動
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
を

、

：

ト

レ

、

J
 

ょ
灯
さ
一
．
一
メ
ー

!-rth-

—
_i

—-

l
-
(
3
}
 

賛
え
た
。

1!11 

"＂ 

rnさ
一
ト
ン
の

I
大
な
ポ
ー
ル
が
建
て
ら
れ
た
。

デ
ュ

{
L
i
‘
 

•
-
7
イ

}
:
l
>

そ
れ
を
五
認
成
所
精
神
の
証
L

だ
と

か
に
上
が
り
降
り
し
た
と
き
、

と
く
に
重
視
さ
れ
た
日
課
の
一

一
九
時
、
夕
食
。

つ
は
、
国
旗
の
褐
揚
と
降
納
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
プ
地
の
広
場
の
中
心
に
据
え
つ
け
ら
れ
た
ポ
ー
ル
を
隊

こ
の
式
を
と
お
し
て
道
徳
教
育
の
浸
透
が
も
く
ろ
ま
れ
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
も
次
の
よ
う
に
語
っ

「
じ
っ
く
り
と
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
非
常
に
汀
lnJ

く
据
え
つ
け
ら
れ
た
ポ
ー
ル
に
そ
っ
て
旗
が
ゆ
っ
く
り
と
厳

村
た
ち
は
訟
が
あ
ふ
れ
る
の
を
し
ば
し
ば
感
じ
た
」
。
錬
成
所
総
本
部
が
あ
る
シ
ャ
テ
ル
ー
ギ
ュ
ヨ
ン
に

そ
こ
で
は
同
志
愛
と
家
朕
的
，
分
間
気
の
酸
成
が
も
く
ろ
ま
れ
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
次
の
よ
う
に
位
叩
ll
づ
け
て

は
肉
体
と
粕
神
の
息
抜
き
で
あ
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
話
を
し
た
り
、
細
か
い
手
仕
巾
を
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
気
睛
ら
し
を
す
る
た
め
に
、
火
の
日
り
で
行
う
班
の
仲
間
集
会
の
こ
と
で
あ
る
。

は
結
ば
れ
、
有
益
な
反
省
が
交
換
さ
れ
る
。

そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
教
育
い
じ
要
な
と
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は

し
か
し
、
隊
員
た
ち
に
と
っ
て
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
は
胸
を
趾
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
田
旗
の
儀
式
も
巾
要
と

や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
は
な
か
っ
た
し
、
読
内
に
不
間
れ
な
者
も
多
か
っ
た
。
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ス
再
建
と
い
う
錬
成
面
の
役
割
を
評

て
い
る
。

員
が
取
り
囲
ん
で
掲
楊
式
を
行
っ
た
。

時
間
。

―
―
ニ
時
か
ら
一
八
時
、
労
働
。

二

0
時
、
夜
の
集
い
。

面

-̂―
tf‘

甘
T°
ル

L

』

i

、ー

、
1

[

―

ー

五
六
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ヴィシ一時代の青年・運動（渡辺）

こ
の
よ
う
な
不
平
が
満
を
闘
じ
さ
せ
た
の
は
、

規
律
の
厳
し
さ
で
あ
っ
た
。

初
期
の
キ
ャ
ン
プ
内
に
は
、

五
七

フ
ジ
オ
も
映
圃
も
新
聞
も
な

紺
l
山
で
木
を
切
り
倒
し
て
木
炭
に
す
る
仕
巾
の
や
さ
や
、

同
種
の
仕
事
で
手
竹
が
腫
れ
て

F
は
ま
め
だ
ら
け
に
な
っ
た
と
い
う
苫
柏
が
ー
叫
さ
れ
て
い
る
。

散
の
夢
以
外
持
っ
て
い
な
い
こ
と
、

冬
期
の
寒
さ
が
身
に
こ
た
え
る
こ
と
、

一
九
四
一
．
年

一
月
に
出
さ
れ
た
学
生
と
推
測
さ
れ
る
．
＼
．

1

．の

f
紙
に
は
、

こ
の
よ
う
な
不
満
や
窮
状
を
家
族
に
高
え
た

f
紙
も
多
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ウ
ィ
シ
ー
期
に
は
、

f
紙
は
間
封
さ
れ
て
検
閲
さ
れ
て
い
た
。

の
力
仕
巾
も
あ
っ
た
。
指
祁
部
は
、

を
設
営
し
、

t
地
を
開
墾
し
小
附
を
建
て
、

納
厨
の

t
の
卜
で
眼
る
と
い
う
生
活
を
強
い
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

食
利
不
足
は
キ
ャ
ン
プ

錬
成
所
の
実
習
は
軍
事
教
練
を
含
む
屋
外
作
慇
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

こ
と
を
学
ん
だ
し
、

同
ぷ
的
紐
帯
を
得
た
。

忘
れ
ら
れ
た
。

人
所
者
の

q

↑
満
は
大
き
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、

価
し
た
が
、
自
分
は
こ
の
事
業
に
参
加
し
た
く
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
除
隊
後
は
、

食
糧
は
乏
し
く

フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
真
の
忠
誠
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
杓
者
は
必
欲
と
熱
息
を
欠
き
、
受
動
的
で
あ
り
単
調
な
日
常
を
好
ん
だ

の
で
あ
る
。
彼
ら
は
個
人
的
規
律
や
逍
徳
的
判
断
力
を
欠
い
た
不
平
屋
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
彼
ら
は
、
率
直
さ
や
誠
実
さ
を
巾
ん
じ
る

て
粗
食
の
う
え
に
着
替
え
の
服
も
な
く
、
斧
や
ス
コ
ッ
プ
や
飢
嘴
の
道
日
べ
も
な
く
、
薬
も
屯
氣
も
な
い
な
か
で
、
自
分
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ

内
で
の
闇
市
を
も
た
ら
し
た
し
、
隊
長
が
隊
の
食
利
の
一
部
を
横
領
し
て
家
族
に
送
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
息

f
た
ち
の
窮
状
に

胸
を
痛
め
た
親
が
食
糧
小
包
を
送
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
錬
成
所
は
、
隊
員
の
家
放
が
息

f
た
ち
に
食
柑
小
包
を
送
る
の
を
繁
じ
た
。

デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
両
親
の
過
保
護
を
非
難
し
、
七
割
の
青
年
は
体

1
が
五
キ
ロ
増
え
た
と
訴
え
た
。

ま
た
森
林
が
多
い
南
部
で
は
、
木
の
伐
採
や
炭
焼
き
は
昼
夜
し
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
標
準
的
活
動
で
あ
っ
た
。
道
路
建
設
と
い
う
他

こ
れ
ら
の
仕
巾
が
心
身
を
怖
健
に
す
る
と
こ
ろ
に
利
点
を
見
い
だ
し
て
い
た
が
、
隊
員
に
と
っ
て
そ

れ
は
辛
い
仕
巾
で
あ
り
、
彼
ら
の
多
く
は
、
女
性
の
こ
と
、
食
御
の
こ
と
、
外
出
許
叶
の
こ
と
し
か
芳
え
て
い
な
か
っ
た
と
『
↓
＾
戸
い
わ
れ
る
。

キ
ャ
ン
プ
で
の
生
活
が
絶
え
が
た
い
こ
と
や
錬
成
所
の
解

こ
こ
で
の
経
験
は
す
ぐ
に

15- 3 ---467 (香法,95) 



を
ま
え
に
し
た
一
九
四
一
年
六
月
二
八
と
二
九
日
の
両

Ll
、

な
全
行
為
は
即
時
厳
格
に
抑
圧
y)
れ
る
べ
き
で
あ
る
L

と
述
べ
て
い
た
。
彼
は

カ
月
の
収
監
を
宣
告
す
る
権
限
を
持
つ
こ
と
を
想
起
A
f
)

せ
た
。
そ
し
て
、

こ
う
し
て
、
錬
成
所
い
出
版
物
に
み
ら
れ
た
初
期
の
期
待
は
影
を
潜
め
失
望
が
附
し
て
き
た
。

以

t
の
よ
う
な
隊
員
の
↑
満
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
べ
く
油
出
さ
れ
た
の
が
、

こ
の
よ
う
な
不
衛
生
は
、

衛
生
設
備
は
貧
弱
で
あ
り
、

一
連
の
集
会
や
祭
典
で
あ
る
。
錬
成
所
結
成
一
周
年

足
首
ま
で
水
に
つ
か
る
沼
地
に
テ
ン
ト
を
設
営
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、

雨
水
は
容
易
に
通
過
し
た
の
で
あ
っ
た
。

焼
却
炉
も
な
か
っ
た
の
で
ゴ
ミ
捨
て
場
に
は
蝿
が
た
か
っ
て
い

プ
で
は
、

そ
の
テ
ン
ト
も
防
水
処
岡
が
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、

な
ぜ
な
ら
コ
レ
ー
ズ
県
の
あ
る
キ
ャ
ン

た
し
、
仮
設
ト
イ
レ
も
規
準
を
満
た
す
も
の
は
な
か
っ
た
し
、
排
水
溝
も
ー
分
で
な
い
う
え
に
水
や
石
鹸
不
足
も
て
つ
だ
い
、
洗
顔
や
宋

教
的
儀
式
も
満
足
に
行
え
な
か
っ
た
。
手
が
真
っ
黒
で

T
に
垢
が
こ
び
り
つ
い
て
い
る
と
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
も
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

キ
ャ
ン
プ
を
寄
牛
虫
や
蚤
や
し
ら
み
の
住
処
と
し
た
。

ヴ
ィ
シ
ー
で
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
将
軍
に
錬
成
所
の
団
旗
を
贈
呈
す
る
集
会
が
間

錬
成
所
は
、
厳
格
に
規
律
さ
れ
た
共
同
体
で
あ
っ
た
。

「
過
度
の
低
人
、
じ
義
」

「
應
し
さ
部
ド
に
即
時
の
無
慈
悲
な
抑
几
l

•
L
I

、

i
r
)
 

—
^
：
I

ト
し
'

-
1
 

を

が
フ
ラ
ン
ス
の
敵
で
あ
る
と
成
め
た
。

ゞ

L

-
7
こ

L
-
f
f
-
）
↓
で
こ
し
且
く
ノ
じ
以
こ
、

・
テ
イ
こ
収
＇
廿
｛
す
一
(
)
>
（

I
J
-

、し

□

規
律
の
維
持
の
た
め
に
は
制
裁
は
必
叩
な
で
あ
る
」

~
）
こ
。

ら
な
カ

-
t

と
い
う
出
で
立
ち
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
物
資
の
欠
乏
ゆ
え
に
、
錬
成
所
隊
員
は
あ
ち
こ
ち
か
ら
か
さ
集
め
て
身
な
り
を
杷
え
ね
ば
な

が
非
難
さ
れ
、

一
九
四
一
一
年
七
月
七
日
の
命
令
で
制
服
が
決
め
ら
れ
た
。

緑
の
ベ
レ
ー
帽
と
ブ
ル
ゾ
ン
、

だ
ら
し
の
な
さ
は
道
徳
的
な
だ
ら
し
の
な
さ
に
つ
う
じ
る
と
し
て
、

、、
と
カ

山
規
律
違
反
が
明
口

シ
ャ
ツ
に
ズ
ボ
ン
に
ゲ
ー
ト
ル

か
っ
た
。
家
教
的
理
由
で
日
曜
の
労
働
は
禁
じ
ら
れ
た
。
泊
潔
が
重
ん
じ
ら
れ
、
紆
朝
上
半
身
を
冷
た
い
水
で
洗
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

あ
ご
髭
に
も
決
ま
り
が
あ
り
、
耳
か
ら
耳
ま
で
生
え
さ
せ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
た
。
服
装
も
は
じ
め
は
不
揃
い
で
あ
っ
た
が
、
身
な
り
の

ポ
ケ
ッ
ト
に

f
を
人
れ
る
こ
と
や
ボ
タ
ン
を
は
ず
し
た
服
装
や
蓬
髪

五
八
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ヴィシ一時代の青年連動（渡辺）

錬
成
所
の
一
．
周
年
で
は
、
戦
じ
団
や
他
い
青
年
団
体
も
参
加
し
て
、

広
げ
ら
れ
た
。
初
日
の
夕
刻
の
劇
の
後
に
、

で、

な
ど
の
隊
の
モ
ッ
ト
）
で
返
答
し
た
。
民
謡
や
罠
作
菜
の
歌
や
錬
成
所
生
活
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
歌
な
ど
が
歌
わ
れ
た
後

ヴ
ィ
シ
ー
近
傍
の
ト
ロ
ン
セ
の
森
で
：
大
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
が
緑
り

た
い
ま
つ
の
散
会
式
（
国
旗
降
納
式
）

六
0
0
0人
の
行
年
が
降
ろ
さ
れ
た
国
旗
の

M
り
に
駆
け
岱
っ
て
、

五
九

が
あ
り
、
翌

11
の
国
旗
褐
揚
式
の
後
、
花
輪
が
戦
争

輪
に
な
り
腕
を
絡
ま
せ
手
を
つ
な
い
で
人
間
の
準
を
作
っ
た
。

て
進
め
」

差
は
一
日
瞭
然
で
あ
っ
た
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
の
阿
り
で
点
呼
が
行
わ
れ
た
が
、

各
隊
員
は

「
立
ち
向
か
え
」

ヽ

と
カ

ー
、
~
柏
カ
-

l
l勺
こ

-
t
hし

隊
員
た
ち
が
飛
行
場
に
集
結
し
た
が
、

三
月
入
隊
組
と
七
月
人
隊
組
と
は
、

日
焼
け
し
た
筋
肉
質
の
体
と
青
白
い
顔
つ
き
に
よ
っ
て
そ
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
フ
ァ
ー
ブ
ル
ー
リ
ュ
ス
は
、

,
6
 

一
九
四
一
年
げ
だ
に
シ
ャ
ル
で
開
か
れ
た
錬
成
所
り
集
会
に
つ
い
て
叫
し
て
い
る
。

で
あ
る
。

ル
イ
教
会
で
の
ミ
サ
に
ラ
ミ
ラ
ン
と
カ
ル
コ
ピ
ー
ノ
を
伴
っ
て
参
列
し
た
。

ペ
タ
ン
は
錬
成
所
の
キ
ャ
ン
プ
を
し
ば
し
ば
出
れ
て
い
た
の

自
然
の
な
か
で
の
日
民
の
た
め
の
労
働
と
い
う
健
全
で
喜
び
に
満
ち
た
生
活
に
よ
っ
て
国
の
再
建
と
男
性
的
な
自
己
形

成
の
た
め
に
働
く
の
で
あ
る
し
、
な
ど
の
は
葉
が
記
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
錬
成
所
結
成
一
周
年
の
時
、

ペ
タ
ン
は
ヴ
ィ
シ
ー
の
サ
ン
・

年
が
八
カ
月
を
、

日
の
フ
ラ
ン
ス
は
、

今
日
の
行
年
で
あ
る
」

「
働
き
、
歌
い
、

111じ
る
青
年
」

al

わ
れ
わ
れ
は
国
民
義
務
奉
仕
隊
で
あ
り
、

_-0歳
の
青

進
し
て
市
内
へ
緑
り
出
し
た
。

こ
の
集
会
の
招
待
状
に
印
刷
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、

青
年
を
讃
え
る
字
句
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

「

l
―
"
リ

『
~
~

旗
で
あ
っ
た
し
、

「
労
働
・
家
族
・
祖
国
」

の
新
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
る
最
初
の
旗
で
も
あ
っ
た
。
ダ
ル
ラ
ン
副
首
相
や
カ
ル
コ
ピ
ー
ノ
国

民
教
育
大
臣
や
ア
ン
テ
ィ
ジ
ェ
ー
ル
陸
軍
大
臣
も
参
列
す
る
培
卜
の
ま
え
で
、
隊
旗
を
持
っ
た
各
隊
の
隊
長
が
坦
根
を
作
っ
て
、
贈
星
式

を
盛
り
あ
げ
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
咽
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
．
パ
五

0
0人
の
代
表
は
、

イ
ユ
に
錬
成
所
の
団
旗
を
手
渡
し
た
。

こ
の
旗
は
、

品

か
れ
た
。

ペ
タ
ン
は
、

二
九
日
の
午
前
に
、
北
ア
フ
リ
カ
を
含
む
全
日
各
地
か
ら
集
っ
た
二
五

0
0人
の
代
表
の
ま
え
で
、
デ
ュ
・
テ

ペ
タ
ン
元
帥
の
標
章
と
じ
つ
の
金
星
を
持
っ
た
フ
ラ
ン
ク
の
斧
が
描
か
れ
た
最
初
い

几
帥
の
ま
え
を
行

15 ---3 .... 469 (香法'95)



一
九
四

1

・
一
年
ま
で
、

と
讃
る
者
す
ら
い
た
。
錬
成
所
は
、
追
放
さ
れ
た
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
人

や
ユ
ダ
ヤ
人
や
逃
亡
捕
成
を
か
く
ま
っ
た
り
し
た
。
祝
独
的
な
反
共
義
rfJ
軍
や
民
兵
団
に
対
し
て
も
、
錬
成
州
の
多
く
の
青
年
は
冷
談
で

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
錬
成
所
が
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
組
織
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

た
し
か
に
錬
成
所
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か

か
ら
、
抵
抗
組
織
の
マ
キ
に
加
わ
っ
た
者
や
フ
ラ
ン
ス
解
放
の
戦
い
に
参
加
し
た
者
も
い
た
。
し
か
し
、

の
結
果
な
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
結
局
は
錬
成
所
の
活
動
が
何
で
あ
っ
た
の
か
に
帰
着
す
る
で
あ
ろ
う
。

ド
ゴ
ー
ル
主
義
は
錬
成
叫
に
設
透
し
て
は
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ダ
ブ
ル
ゲ
ー
ム
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
戦
闘
円

あ
っ
た
。

武
器
を
持
っ
て
い
な
い
が
、

い
つ
か
そ
れ
を
持
つ
だ
ろ
う
」

ロ
ン
ド
ン
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
間
い
て
い
た
り
、

そ
れ
は
錬
成
所
で
受
け
た
教
行

導
者
の
な
か
に
は
、

「
諸
村
は
↓
ノ
ル
ザ
ス
と
ロ
レ
ー
ヌ
を
も
た
な
い
」
と
か
、

1

者

t
I
t

-
王

l
j
"
J
1
ーり

に
瑾
然
の
反
応
と
叶
い
う
る
。

第
て
四
団
の
＾
．
六
．．
 
一
人
い
祈
人
隊
員
の
調
行
に
よ
れ
ば
、

ら
錬
成
所
の
青
年
の
間
に
は
、

反
独
感
間
が
梱
溢
し
て
い
た
。

ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
占
領
と
い
う
巾
態
を
勘
合
す
れ
ば
、

あ
ま
り

ニ九
0
人
が
共
和
政
を
支
持
し
て
い
た
。
指

錬
成
所
は
田
民
吊
命
に
貞
献
す
る
指
況
者
介
成
を
日
的
と
し
た
が
、

錬
成
州
の
相
舜
者
に
は
祝
独
派
は
少
な
か
っ
た
。

結
成
中
ー
籾
か

5

ヴ
ィ
シ
ー
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
は
ざ
ま
で

し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ヽ

ノヽJ
 

こ,1
 

こ
こ

ヴ
ィ
シ
ー
体
制
の
腿
昧
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

心
力
は
生
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら

lFl肌
や
国
歌
の
使
川
に
は
、

た
が
が
は
め
ら
れ
て
お
り
、

反
独
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ヘ
と
収
束

で
、
旗
が
降
ろ
さ
れ
、

ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
い
儀
式
で
閉
会
と
な
っ
た
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
祭
典
を
い
く
ら
繰
り
広
げ
て
も
、
求

ツ
競
技
や
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
た
。

晩
に
は
水
卜
遊
戯
や
模
迅
品
の
牛
狩
り
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、

ラ
ッ
パ
が
別
れ
の
歌
を
於

記
念
碑
に
捧
げ
ら
れ
、

団
体
行
進
が
あ
っ
た
。

午
後
に
は
、

ペ
タ
ン
が
か
つ
て
奉
納
し
た
オ
ー
ク
の
木
の
卜
で
儀
式
が
行
わ
れ
、

六
0

ス
ポ
ー

1 s--3 -470 (香法'9.1)



ヴィシーHか代の付年連動（渡辺）

ヴ
ァ
ン
・
エ
ッ
ク

(
V
a
n

l
1
・ミ[I
 

L

.

 

-
）
匹
―
-
I上

：
月
の
連
合
軍
い
北
ア
フ
リ
カ
じ
陸
の
と
き
、

デ
l
•

テ
イ
ユ
は
北
ア
フ
リ
カ
の
視
察
に
き
て
い
た
。

こ。t
 
に
せ
の
食
柑
配
給
カ
ー
ド
や
に
せ
の
身
分
証
明
内
も
評
価
さ
れ
た
。

＇ ノ‘

地
方
本
部
長
の

]
九
四

0
＼
四
一
年
の
冬
に
自
由
地
区
と
占
領
地
区
の
郵
便
物
の
配
送
で
恩
恵
を
得

小
さ
な
か
っ
た
。

タ
ン
ス
内
部
の
社
共
勢
力
に
不
快
を
感
じ
る
青
年
た
ち
も
い
た
。

几
帥
に
忠

t
な
伝
統
‘E
義
的
幹
部
は
、

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
は
反
感
し
か

と
刷
新
を
切
主
み
、

共
和
的
で
民
じ
的
；
口
語
を
川
い
た
こ
と
は
、

国
民
吊
命
の
精
神
に
染
ま
っ
た
青
年
た
ち
を
驚
か
せ
た
。

ま
た
、

レ
ジ
ス

う
点
で
几
帥
へ
の
忠
誠
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
ヘ
の
加
人
と
の
間
に
矛
盾
は
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
、

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
が
フ
ラ
ン
ス
の
解
放

フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
愛
着
と
い

ペ
タ
ン
崇
拝
が
設
透
し
て
い
た
錬
成
所
に
と
っ
て
、
国
内
レ

へ
の
竹
成
も
反
対
も
間
か
れ
な
か
っ
た
。

ら
ヽ

ド
ゴ
ー
ル
と
ゴ
ー
リ
ス
ム
は
錬
成
所
で
は
無
視
さ
れ
た
。

と
に
か
く
□

几
四
：
二
年
ま
で
、

錬
成
所
内
で
は
ド
ゴ
ー
ル
と
ゴ
ー
リ
ス
ム

愛
着
を
抱
く
ド
、
~
ー
ル
の
取
り
巻
き
に
よ
っ
て
ド
ゴ
ー
ル
が
冒
険
的
行
動
に
投
げ
人
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
た
。

だ
ヵヽ

と
国
民
革
命
こ
そ
が
、

ペ
タ
ン
政
府
に
反
抗
す
る
ド
ゴ
ー
ル
の
立
場
は
打
寅
な
も
の
と
判
断
さ

ド、
J

ー
ル
は
反
体
制
派
と
か
分
裂
策
動
者
と
し
て
非
難
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
再
生
を
表
し
た
の
で
あ
る
。
ド
、
~
ー
ル
に
共
鳴
す
る
錬
成
所
指
導
者
の
一
部
す
ら
、
第
三
共
和
政
に

国
内
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
は
、
錬
成
所
に
も
っ
と
微
妙
な
間
題
を
提
小
し
た
C

ジ
ス
タ
ン
ス
は
ペ
タ
ン
に
刃
向
か
う
悲
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
況
の
展
開
と
と
も
に
状
況
は
陰
影
を
幣
び
、

錬
成
所
の
青
年
た
ち
を
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
共
感
さ
せ
る
の
に
省
り
し
た
の
は
、

引
き
離
さ
れ
た
占
領
地
区
出
身
の
肖
年
た
ち
は
、

も
っ
と
此
碕
＿
細
な

tJ実
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
家
族
と

H
e
c
k
e
)
が
、
北
ア
フ
リ
カ
の
錬
成
所
隊
員
を
ド
イ
ツ
と
戦
わ
せ
る
こ
と
に
決
め
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
将
軍
に
も

タ
ン
は
、

つ
ね
に
「
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
英
雄
」

で
あ
り
、
錬
成
所
の
テ
キ
ス
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
広
め
ら
れ
た
。

ペ
タ
ン

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
見
地
か
ら
は
、

こ
れ
に
対
し
て
ペ

開
を
準
備
し
て
い
る
と
い
う
ペ
タ
ン
像
を
信
頼
し
て
い
る
限
り
、

15---3 -4 71 (香法'95)



を

f
助
け
し
て
い
た
指
打
者
一
八
人
を
叱
責
し
解
任
し
た
。

S
T
O
は、

錬
成
所
の
隊
員
に
甘
惑
や
ら
不
安
を
も
た
ら
し
た
。

息

f
に
逃

は
拒
否
し
た
が
、

別
の
と
き
に
は

る
拒
絶
の
態
度
で
臨
ん
だ
り
、
錬
成
所
の
幹
部
に
対
し
て
は
服
従
を
訛
い
た
り
し
た
。
た
と
え
ば
、

カ
月
後
に
修
ブJ
期
限
が
到
来
す
る
一
一
万
五
0
0
0
人
の
錬
成
所
隊
員
を

S
T
O

に
割
り
中
~
て
る
よ
う
求
め
た
と
き
に
は
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ

「
市
民
の
義
務
」
と
い
う
［
実
で
政
府
へ
の
服
従
を
況
い
た
し
、

走
を
進
め
る
視
も
あ
ら
わ
れ
た
し
、
抱
擁
を
交
わ
す
機
会
も
な
く
ド
イ
ツ
に
息
，
~
か
出
発
し
て
し
ま
っ
た
親
は
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
将
軍
の

ま
た

S
T
O
を
免
れ
る
よ
う
に
青
年

四
ミ
年
五
月
に
酋
相
ラ
ヴ
ァ
ル
が

S
T
O
を
ま
え
に
し
て
、

デ
土
．
テ
イ
ユ
は
む
ず
か
し
い
立
場
に
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
要
求
に
対
し
て
、

彼
は
引
き
延
ば
し
や
断
固
た

の
が
れ
を
占
う
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

責
任
者
は
、

S
T
O
に
反
対
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

青
年
の
多
数
は
出
発
を
拒
ん
だ
。

幹
部
た
ち
は
、

時
間
稼
ぎ
や
一
時

錬
成
所
の
八
カ
月
の
訓
練
期
間
が
あ
け
た
な
ら
、

ド
イ
ツ
ヘ
行
く
の
で
は
な
く
て
以
伯
の
生
活
に
戻
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

錬
成
所
の

が
S
T
O
に
反
対
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
青
年
の
多
数
は
ド
イ
ツ
ヘ
の
旅
立
ち
に
反
対
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、

）
こ
。

-
t
 

1

^

↓

1

こ^
q

こ

し

）

1

．

irこ、

\
~
―
-
—
-
f
i
l
tヰ？
I
O

計
＇

ム

ー
3

.

）^

-
j
-
／

し

．

I
I
し

一1
年
間
の
ド
イ
ツ
で
の
労
働
奉
仕
が
＞
氏
務
づ
け
ら
れ
た
。

国
家
の
制
度
で
あ
る
錬
成
所

ツ
は
錬
成
所
を
労
働
者
の
町
蔵
州
と
見
な
し
た
。

、
)
よ
、

S
1
c
l
 
ド
イ
ツ
に
強
い
ら
れ
た
と
は
い
え
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
決
定
し
た
制
度
で
あ

i

L
ー
：
；
．
、

i‘

-
j
m
j
・
ハ
＂
「
力
、
し
~

強
制
労
働
徴
川

(
S
T
O
)
と
錬
成
所
と
マ
キ
と
の
関
係
と
い
う
一
二
つ
の
屯
要
問
題
が
持
ち
あ
が
っ
た
。

ド
イ

な
か
っ
た
。

錬
成
所
は
、

解
放
軍
の
韮
礎
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。

1 f'i -:、1

め
に
前
線
に
赴
く
よ
う
に
錬
成
所
隊
員
に
命
じ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。

規
律
と
服
従
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

彼
に
と
っ
て
錬
成
所
は
、

日
民
III
命
に
奉
仕
す
る
青
年
の
出
教
育
の
場
で
あ
り
、

抵
抗
の
拠
点
で
は

フ
ラ
ン
ス
に
帰

□

し
て
、
元
帥
へ
の
絶
対
的
忠
誠
と
従
来
ど
お
り
の

ツ
の
影
鴨
日
を
錬
成
所
か
ら
取
り
除
く
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
に
残
る
と
述
べ
て
総
本
部
へ
帰
る
認
図
を
表
明
し
た
。
彼
は
、

戦
う
準
備
を
し
て
い
る
青
年
の
先
咀
に
立
っ
て
ア
ル
ジ
ェ
に
留
ま
る
よ
う
に
求
め
た
と
き
、

デ

ュ

ド
イ
ツ
と
戦
う
た

・
テ
イ
ユ
は
こ
の
求
め
を
断
り
、

_L. 

/¥ 
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し、才

1

ア一、

う
え

k

）
こ
,
t
 

．
月
に
は
錬
成
所
の
隊
員
数
は
：
パ
り
人
に
制
限
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
ド
イ
ツ
の
た
め
に
稼
働
す
る
保
護
じ
場
で
働
か
さ
れ
た
。

~~...... 

一

．

．

 

L
 
nvト
i

』

-
I
[

.. J .• 

ノ‘

対
独
協
力
政
策
は
よ
す
ま
す
屯
く
の
し
か
か
り
、

し
よ

そ
オ

t

超
過
し
た
ニ
カ
人
は
じ
業
生
廂
省
の
腎
轄
ド
に
お
か

間
と
見
な
し
は
じ
め
た
。

食
樹
巾
柏
も
い
っ
そ
う
叩
心
化
し
た
。

年
の
教
育
機
関
で
は
な
く
て
ド
イ
ツ
に
奉
仕
す
る
制
度
と
化
し
た
か
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

青
年
り
多
く
も
錬
成
所
を

S
T
O
の
控
え
の

ド
イ
ツ
ヘ
の
出
発
や
団
の
解
散
や
マ
キ
ヘ
の
加
人
に
よ
っ
て
隊
員
は
減

か
く
し
て
、

-
J
L
四
二
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
錬
成
所
に
は

rn苫
し
い
喉
気
が
襟
っ
た
。

錬
成
所
は
、

フ
ラ
ン
ス
再
生
の
た
め
の
行

う
に
通
達
が
出
さ
れ
た
。

な
ぜ
な
ら
、

し
た
。

さ
、
）
こ
、

ー、

9

ド
イ
ツ
兵
の
歩
哨
に
錬
成
所
桁
淋
者
が
限
た
れ
る
と
い
う
巾
件
が
お
き
、

夜
間
に
は
錬
成
所
の
制
服
で
外
出
し
な
い
よ

抵
抗
派
が
制
服
を
祈
て
徘
徊
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
っ

そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
は
反
マ
キ
の
宜
伝
を
強
め
、
対
独
協
力
を
は
め
そ
や
し
、

団
に
た
だ
ち
に
ド
イ
ツ
ヘ
赴
く
よ
う
に
要
求
し
た
の
で
、

S
T
O
を
推
買
し
た
。

そ
れ
ら
の
団
は
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
は
、

ェ
ル
ニ
ュ
の
キ
ャ
ン
プ
を
捜
索
し
て
、
数
名
の
反
対
派
を
逮
捕
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

ツ
軍
の
安
全
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
と
い
う
則
由
で
、
錬
成
所
に
引
き
渡
す
よ
う
に
催
告
し
、

ド
イ
ツ
が
錬
成
所
の
い
く
つ
か
の

ま
た
ド
イ
ツ
は
、
追
路
［
事
用
の
爆
発
物
を
ド
イ

い
く
つ
か
の
キ
ャ
ン
プ
を
強
制
捜
索
す
ら

一
九
四
三
年
九
月
に
オ
ー
ヴ

隊
員
は
少
な
か
っ
た
。

農
村
青
年
が
多
い
マ
キ
に
は
、

錬
成
所
隊
員
は
人
り
こ
め
た
。

独
協
力
派
だ
と
非
難
し
、

逆
に
後
者
は
伯
者
を
テ
ロ
リ
ス
ト
だ
と
か
共
廂
じ
義
者
だ
と
非
難
し
た
。

こ
の
種
の
マ
キ
に
参
加
し
た
錬
成
所

身
者
か
ら
な
る
マ

t
り
部
隊
が
作
ら
れ
た
。

し
か
し
マ
キ
と
錬
成
面
い
閃
係
は
悲
か
っ
た
。

前
者
は
後
者
を
ヴ
ィ
シ
ー
、
じ
義
者
だ
と
か
対

そ
れ
で
、

S
T
O
の
動
員
対
象
と
な
っ
た
二
け
五

0
0
0
人
の
う
ち
の
約
半
数
の
青
年
が
抵
抗
連
動
の
マ
キ
に
加
わ
っ
た
。

錬
成
所
出

の
解
散
や
辞
任
で
竹
し
て
断
同
反
対
を
貫
き
、
要
求
を
撤
阿
さ
せ
た
。
そ
れ
で
も
一
九
四
三
年
だ
け
で
、

青
年
が
ド
イ
ツ
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
万
六
五
八
六
人
の
錬
成
所
の

い
る
総
本
部
に
抗
議
の
手
紙
を
送
っ
た
。

四
二
年
九
月
に
ド
イ
ツ
が
さ
ら
に
こ
り
人
を
要
求
し
た
と
き
に
は
、

デ

ュ
・
テ
イ
ユ
は
錬
成
所

15--3 -47:3 (香法'95)



カ
ト
リ
ッ
ク
の
政
沿
指
祁
者
の
ピ
エ
ー
ル
・
リ
マ
ー
ニ
ュ
も
、

あ
っ
た
。
畑
が
荒
ら
さ
れ
た
り
略
印
を
う
け
た
り
、
生
け
坦
が
壊
さ
れ
た
り
し
た
し
、
地
几
の
女
性
へ
の
青
年
の
軽
は
ず
み
な
行
為
が
非

難
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ル
派
も
、

錬
成
所
に
よ
る
青
年
の
洗
脳
や
ナ
チ
化
を
糾
弾
し
た
。

一
九
四

0
年
―
一
一
月
に
、

こ
の
季
節
に
は
隊
員
が
怠
け
て
う
ん
ざ
り
し

錬
成
面
は
キ
ャ
ン
プ
地
の
上
地
の
人
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も

ま
た
共
産
党
の
く――

,I 

ュ
マ
二

ご一—｝ 
1<, 

は
、
錬
成
面
を

詞
印
教
キ
ャ
ン
プ
」

ヽ

と
カ

人
参
の
ゆ
で
も
の
と
い
う
食
巾
や
設
備
の
貧
閲
さ
や
卜
気
も
嘲
斤
の
的
で
あ
っ
た
。

て
し‘
る
L ___ _ 

と
出
し
て
、

錬
成
所
の

ー
労
働
」
な
る
も
の
を
嘲
笑
し
た
。

さ
ら
に
、
朝
は
キ
ャ
ベ
ツ
と
人
参
の
ス
ー
プ
、

「
奴
隷
キ
ャ
ン
プ
」

昼
は
キ
ャ
ベ
ツ
と

と
評
し
て
解
散
を
虹
求
し
た
。

ド
ゴ
ー

か
し
青
年
の
四
分
の
．．． 

は
う
ろ
つ
く
か
散
歩
を
す
る
か
、

あ
る
い
は
、

他
地
域
で
の
よ
り
良
い
生
活
を
経
験
す
る

PI能
性
を
検
詞
し

軍
人
中
心
的
権
威
、
卜
義
を
非
難
し
た
。

ま
た
視
独
的
な
ハ
リ
の
新
間
は
、

「
根
株
を
引
き
抜
き
、
溝
を
埋
め
、
木
を
切
り
倒
す
こ
と
。

し

、

1.....

は

さ

ら

こ

几

り

,1~

• 

{
7
c
-

一
、
）
｝ヽ

し
た
。

ド
リ
オ
の
週
刊
紙
も

ー
や
め
る
べ
き
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
ー
し
日
年
錬
成
浙
、

幻
滅
錬
成

lVfし

と
い
う
見
出
し
を
載
せ
て
、

錬
成
州
い

一
月
の
ド
イ
ツ
軍
の
ゾ
ラ
ン
ス
全
卜
占
領
後
も
、

「
最
悲
な
こ
と
は
、

錬
成
浙
が
仔
続
し
て
い
る
こ
と
だ
」

成
所
の
日
的
は
何
な
の
か
と
心
づ
い
た
よ
う
に
、

国
民
＂
中
命
に
懐
疑
的
な
占
領
地
区
の
対
独
協
力
、
じ
義
者
か
ら
は
批
判
が
あ
っ
た
。

青
年
錬
成
所
は
、

あ
ら
ゆ
る
力
向
か
ら
攻
撃
を
浴
び
た
。

マ
ル
セ
ル
・
デ
ア
が
l

九
四

0
年
几
月
一
五
日
の

、
、
東なi

廿
レ
ー
ゾ
レ
コ
氏
て

L

J

r

J

。
条

6
 
青
年
錬
成
所
の
終
末

で
あ
っ
た
。

幹
部
は
、

錬
成
州
の
青
年
へ
の
ド
イ
ツ
の
要
求
を
拒
否
す
る
固
打
の
戦
い
を
展
間
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

錬
成
所
の
公
式
指
令
の
な
か
で
ぃ
加
め
ら
れ
た
。

ナ
チ
ス
か
ら
い
解
放
と
い
う
見
地
か
ら
は
、

く
"
T
J
-

'-一
ノ

ー

ーし,̀≫ 

レ
）
•．`． I
 

ミ

，テニ
J

幹
部
の
義
務
は
こ
の
政
策
に
抵
抗
す
る
こ
と

lS -:~-47 4 (香法'%)



ヴィシーH寺代の青年連動（渡辺）

ッ
ツ
は
喜
ん
だ
。

B
会
に
も
猜
疑
の
眼
を
向
け
て
い
た
ド
イ
ツ
は
、

一
九
四
四
年
二
月
一
四
日
法
に
よ
っ
て

O
B
会
を
解
散
さ
せ
た
。

六
五

こ。t
 
一
万

i10
0
0人
を
擁
し
た

O
B
会
は
、

解
放
を
め
ざ
し
た
準
軍
事
組
織
で
は
な
く
て
ペ
タ
ン
元
帥
の
思
想
の
宣
伝
隊
を
任
じ
て
い

一
月
一
日
に
錬
成
所
O
B
会
(
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
d
'
A
n
c
i
e
n
s
 d
e
s
 C
h
a
n
t
i
e
r
s
)
を
組
織
し
て
、
退
団

し
た
元
隊
員
へ
の
影
愕
力
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
。

O
B
会
の
構
想
は
、
す
で
に
一
九
四

0
年
―
二
月
に
表
明
さ
れ
て
い
た
。

O
B
会

の
目
的
は
、
「
錬
成
所
精
神
L

を
維
持
し
、
愛
国
心
を
高
め
、
錬
成
所
の
活
動
を
退
団
後
も
維
持
す
る
こ
と
で
、
国
民
吊
命
の
発
展
に
斉

与
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
怒
り
を

O
B
会
に
向
け
さ
せ
な
い
よ
う
に
、

な
く
て
、

O
B
会
は
青
年
を
恒
常
的
動
員
状
態
に
お
く
も
の
で
は

「
奉
仕
の
た
め
の
相
互
扶
助
」
を
日
的
と
す
る
と
説
明
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
緑
の
ベ
レ
ー
帽
と
ネ
ク
タ
イ
の
着
用
を
命
じ
ら
れ

た
。
し
た
が
っ
て

O
B
会
の
活
動
は
、
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
中
心
の
無
害
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
錬
成
所
同
様
に

0

そ
れ
で
は
、

ド
イ
ツ
占
領
軍
は
錬
成
所
を
ど
う
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
最
初
は
、

あ
る
よ
う
に
、
単
一
の
青
年
連
動
を
阻
止
し
、

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
も
、

ド
イ
ツ
大
使
オ
ッ
ト
ー
・
ア
ベ
ッ
ツ
の
報
告
に
も

そ
れ
ら
の
連
動
の
中
心
的
地
位
を
将
軍
た
ち
が
占
め
る
こ
と
を
阻
止
し
た
こ
と
で
、

一
尤
的
な
青
年
組
織
を
志
向
し
た
対
独
協
力
じ
義
者
の
者
え
は
、

ア
ベ

ド
イ
ツ
に
は
受
け
人
れ
ら
れ
な
か

ア
ベ
ッ
ツ
は
青
少
年
間
題
の
専
門
家
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
の
青
年
運
動
の
中
立
化
を
沼
ん
だ
。

‘ヽふ

ド
イ
ッ
カ

デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
、

^
L
り
一
ド

i
)
"
V
I
I
 

人
を
錬
成
所
の
常
任
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
氣
追
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
熱
意
の
な
い
凡
庸
な
指
打
者
も
い
た
し
、
朝
の
国

旗
掲
揚
儀
式
に
代
罪
を
送
っ
て
叩
眼
を
決
め
こ
ん
だ
指
導
者
も
い
た
の
で
あ
る
。
．
九
四
二
年
に
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
も
、

不
服
従
に
驚
き
、
権
威
へ
の
服
従
や
女
性
へ
の
礼
儀
を
説
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
青
年
の

不
平
を
こ
ぼ
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

幹
部
へ
の
批
判
は
頻
繁
に
あ
っ
た
。

そ
れ
は

）
こ
よ
、

-
l
v
i
 
兵
営
心
罪
か
ら
抜
け
き
ら
な
い
軍

に
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
不
満
を
持
ち
、

て
い
る
と
日
記
に
記
し
た
。

田
舎
出
身
者
は
、
錬
成
所
の
作
業
よ
り
も
家
で
働
く
ほ
う
が
よ
り
生
産
的
で
あ
る
だ
ろ
う
と

ま
た
運
動
内
部
か
ら
も
不
満
は
生
じ
た
。

ア
リ
エ
県
知
市
は
、

一
九
四
一
年

一
月
に
青
年
た
ち
が
合
罪
的

15-3 --475 (香法'95)



捕
を
考
え
て
い
た
。

と
は
政
府
の
政
策
の
承
認
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。

神
経
を
と
が
ら
せ
た
の
は
、
青
年
組
織
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
結
合
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
ド
イ
ツ
は
、
錬
成
所
の
第
一

期
生
と
し
て
三
万
七

0
0
0
人
し
か
認
め
な
か
っ
た
し
、
占
領
地
区
で
の
リ
ク
ル
ー
ト
を
禁
じ
た
。
も
っ
と
も
一
九
四
一
年
九
月
に
は
、

一
月
二
日
の
死
者
を
悼
む
万
霊
節
の
記
念
式
典
は
禁
止
さ
れ
た
が
、
錬
成
所
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
地
方
の
戦
争
記
念
碑

フ
ラ
ン
ス
が
勝
利
し
た
第
一
次
大
戦
の
休
戦
記
念
日
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
愛
国
的

右
翼
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
バ
ン
ヴ
ィ
ル
の
歴
史
書
を
テ
キ
ス
ト
に
使
用
し
た
こ
と
に
も
窺
え
る
よ
う
に
、
授
業
で
の
愛
国
心
の
強
調
は
、
占
領

一
九
四
二
年
一

0
月
に
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
も
、
青
年
錬
成
所
の
反
ド
イ
ツ
的
性
格
を
指
摘
し
て
い

た
。
事
実
、
北
ア
フ
リ
カ
で
ド
ゴ
ー
ル
派
の
ル
ク
レ
ー
ル
将
軍
と
接
触
が
な
さ
れ
て
い
た
。

ン
と
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
忠
誠
以
外
の
点
で
は
中
立
的
た
る
こ
と
を
望
ん
だ
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
錬
成
所
は
ラ
ヴ
ァ
ル
政
府
の
強
制
労
働
徴
用
に
非
協
力
的
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
が
ペ
タ
ン
に
は
忠
実
で
あ
る
が
ラ
ヴ
ァ
ル
を
無
視
す
る
態
度
を
取

っ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
占
領
軍
は
錬
成
所
の
排
除
を
決
認
し
た
。

部
戦
線
の
ド
イ
ツ
軍
は
お
し
ま
い
だ
と
言
っ
た
こ
と
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
一
九
四
三
年
末
の
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
将
軍
は
、

抗
す
る
方
向
へ
と
錬
成
所
を
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

―
二
月
末
の
ド
イ
ツ
の
最
後
通
牒
は
、
錬
成
所
に
残
っ
て
い
る
全
員
は
ド
イ
ツ
な
い
し
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ッ
ド
機
関
で

ド
イ
ツ
の
た
め
に
働
く
べ
き
こ
と
を
要
求
し
た
。
将
軍
は
こ
れ
を
拒
否
す
る
。
ラ
ヴ
ァ
ル
首
相
も
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
の
罷
免
が
ド
イ
ツ
軍

ス
の
リ
ク
ル
ー
ト
の
拠
点
と
考
え
た
こ
と
、

軍
を
不
安
に
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

へ
の
パ
レ
ー
ド
を
指
令
し
た
。

一
月

一
日
は
、

一
九
四
一
年

八
万
五

0
0
0人
の
団
員
数
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
四
三
年
一

0
月
か
ら
デ
ュ
・
テ
ィ
ュ
の
排
除
と
逮

し
か
し
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
、
錬
成
所
が
ペ
タ

ド
イ
ツ
が
錬
成
所
の
キ
ャ
ン
プ
を
レ
ジ
ス
タ
ン

そ
の
口
実
と
し
て
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
が
ペ
タ
ン
と
の
食
事
中
に
東

よ
り
微
妙
で
曖
昧
な
状
況
に
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
の
地
位
に
留
ま
る
こ

こ
れ
に
対
し
て
、
辞
任
は
ド
イ
ツ
と
ヴ
ィ
シ
ー
の
対
独
協
力
主
義
派
の
圧
力
に
抵

ド
イ
ツ
軍
は
、

I 

/¥ 
I. 

/¥ 
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ヴィシ一時代の青年連動（渡辺）

あ
っ
た
。
錬
成
所
に
は
批
判
も
あ
っ
た
が
、
貨
怜
も
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

す
る
も
の
か
ら
、
解
放
を
準
備
す
る
こ
と
を
日
的
と
し
た
と
い
う
正
反
対
の
評
価
ま
で
あ
っ
た
。

や
、
雪
崩
や
山
火
市
な
ど
の
自
然
災
士
口
や
窄
襲
時
の
救
助
活
動
に
従
事
し
た
。
た
だ
、

青
年
錬
成
所
と
は
、

い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

む

す

び

こ
こ
に
、
錬
成
所
の
最
後
の
残
骸
も
砕
け
散
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

一
元
的
な
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で

イ
ツ
軍
も
六
月
一
五
日
に
解
散
の
政
令
を
発
し
た
。

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー

L
陸
の
頃
、

ま
だ
錬
成
所
は
存
続
し
て
い
た
が
、
六
月
九
日
に
ラ
ヴ
ァ
ル
に
よ
っ
て
正
式
に
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
ド

つ
し)

でヽ

ド
ゴ
ー
ル
の
臨
時
政
府
が
七
月
五
日
の
政
令
に
よ
っ
て
解
散
を
命
じ
た
。

ド
イ
ツ
の
た
め
の
労
働
者
供
給
施
設
で
あ
る
と
非
難

た
し
か
に
錬
成
所
は
貧
窮
者
へ
の
支
援

わ
れ
わ
れ
は
錬
成
所
が
、
南
部
自
由
地
区
の
合
計

況
が
ド
イ
ツ
軍
に
不
利
に
な
る
に
つ
れ
て
、

マ
キ
や
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
加
わ
る
錬
成
所
隊
員
も
増
え
た
。

六
七

捕
さ
れ
た
り
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
の
反
独
の
立
場
を
継
承
す
る
指
導
者
が
現
れ
た
り
で
、
青
年
の
大
多
数
の
抵
抗
の
意
志
は
弥
ま
っ
た
。
戦

働
省
の
管
轄
ド
に
人
り
、

'
）

1
 

(n) 

に
延
長
さ
れ
た
。

し
か
し
そ
の
後
も
、

地
方
本
部
か
ら
抗
議
の
声
が
あ
げ
ら
れ
た
り
、

二
名
の
地
方
本
部
長
が
一
一
月
に
ド
イ
ツ
軍
に
逮

ド
イ
ツ
で
の
労
働

f
備
軍
と
し
て
の
み
存
在
が
許
さ
れ
た
。
↓

;
1
一
ー
こ
よ
、

i
i
l
-
I
l
t
 
訓
練
期
間
が
八
カ
月
か
ら
二
年

に
よ
っ
て
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
将
軍
に
告
げ
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
は
、

免
さ
れ
、
同
日
、

デ
ュ
・
テ
イ
ユ
の
後
任
は
ベ
ル
ノ
ン
大
佐
で
あ
っ
た
が
、
錬
成
所
の
創
始
者
を
失
っ
た
痛
手
は
大
き
か
っ
た
。

の
青
年
た
ち
を
ド
イ
ツ
に
送
り
込
む
た
め
の
動
員
を
実
行
に
移
し
た
。

一
月
一
九
日
法
で
、
青
年
錬
成
所
は
［
業
生
産
省
に
従
属
す
る
労

ベ
ル
ノ
ン
は
、
錬
成
所

一
九
四
四
年

□

月
四
日
に
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
よ
っ
て
罷

ド
イ
ツ
軍
に
よ
っ
て
シ
ャ
テ
ル
—
ギ
ュ
ヨ
ン
の
総
本
部
で
逮
捕
さ
れ
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
送
ら
れ
た
。

15---3--477 (香法'95)



デ
ュ
・
テ
イ
ユ
も
、
物
質
、
E
義
が
エ
ゴ
イ
ズ
ム
や
享
楽
の
精
神
と
冒
険
の
嫌
悲
な
ど
を
フ
ラ
ン
ス
青
年
の
な
か
に
発
達
さ
せ
、

な
し)

が
ヽ

さ
ら
に
青
年
の
人
間
形
成
の
概
念
、

錬
成
所
に
対
す
る
大
き
な
非
難
の
一
っ
は
、

三
六
Jj
人
ほ
ど
の
青
年
を
対
依
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
青
年
運
動
は
自
由
地
区
に
限
ら
れ
た
の
で

た
と
え
ば
占
領
軍
灯
屈
は
、
戦
闘
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

一
九
四
一
年
に
ヴ
ィ
シ
ー
の
青
年
キ
ャ
ン
プ
で
の
国
旗
掲
揚
を
禁
止
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

秘
密
軍
事
組
織
と
い
う
位
附
づ
け
も
、
ジ
ョ
リ
ッ
ト
が
検
討
を
加
え
て
い
る
よ
う
に
注
意
が
必
叩
女
で
あ
る
。
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
は
、

ヴ
ェ
ガ
ン
将
軍
が
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
に
ド
イ
ツ
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
密
か
に
軍
隊
を
作
れ
と
述
べ
た
と
い
う
話
と
、

ペ
タ
ン
も
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
に
軍
隊
を
作
る
よ
う
に
語
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ガ
ン
も
ペ
タ
ン
も
、

で
本
気
で
杓
え
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
し
、
先
述
の
連
合
軍
の
北
ア
フ
リ
カ
ト
陸
時
の
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
の
対
応
に
み
ら
れ
る
よ
う

「
抵
抗
」

ま
っ
た
く
自
由
に
は
展
開
で
き
な
か
っ
た
。

他
方
で
奉

で
は
な
か
っ
た
。
錬
成
所
は
、
何
よ
り
も
青
少
年
の
似
生
補
導
や
川
氏
吊
命
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
い
う
非
軍
'

錬
成
所
の
精
神
は
、
韮
本
的
に
は
ペ
タ
ン
じ
義
な
い
し
元
帥
‘E
義
と
し
て
一
括
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

れ
て
発
し
た
言
葉
を
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
編
紅
し
た
宣
伝
川
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
明
ら
か
で
あ
る
。

t
よ、

そ
オ
ー

ど
こ
ま

そ
れ
に
冨
和
秩
序
」
や
「
諸
君
の
な
か
に
仲
間
精
神
を
磨
け
」
と
い
っ
た
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
が
錬
成
所
の
隊
員
に
述

べ
た
の
と
同
じ
言
葉
を
そ
こ
に
訛
む
こ
と
が
で
き
る
。
キ
ャ
ン
プ
地
に
は
、
元
帥
の
肖
像
や
ヴ
ィ
シ
ー
体
制
の
シ
ン
ボ
ル
を
花
や
木
や

石
で
刑
ど
っ
た
「
フ
ラ
ン
ク
の
斧
」
が
あ
ふ
れ
た
。
錬
成
所
は
何
よ
り
も
国
民
革
命
の
伝
動
ベ
ル
ト
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
錬
成

所
は
反
民
主
主
義
で
あ
り
反
議
会
、
下
義
の
傾
向
が
怖
か
っ
た
。

助
」
や
「
無
私
」
、

事
的
側
面
が
第
一
義
的
で
あ
っ
た
。

に
、
彼
の
立
場
は

め
に
は
、

ム
の
明
出
を
恐
れ
て
、

あ
る
。

そ
の
自
由
地
区
の
連
動
も
、

そ
の
教
育
的
精
神
に
あ
る
。
そ
の
精
神
は
、
保
守
的
道
徳
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

と
り
わ
け
厭
但
的
で
権
威
的
で
個
人
主
義
の
破
壊
に
向
か
う
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。

「
労
働
」
や
「
服
従
」
、

「
相
互
扶

ペ
タ
ン
が
折
に
触

↓

L
u
4
-
9
ーム
11

-
）
＂

-
I
l
hメ

1

、¥‘

↓
/
J
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ヴィシ一時代0)青年連動（渡辺）

こ
ゞ
、

し
t
カ

こ
の
抵
抗
は
錬
成
所
内
部
に
留
ま
る
こ
と
が
切
切
主
さ
れ
た
。

な
ぜ
な
ら
、

六
九

錬
成
所
で
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
つ
ね
に
疑
間
が
ぷ
さ

イ
ツ
的
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
全
体
的
な

ilt論
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
と
錬
成
所
指
導
州
の
抵
抗
は

1
気
や
巧
妙
さ
を
要

は．
JC
帥
と
国
民
吊
命
へ
の
祟
拝
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。

指
導
者
の
大
半
は
几
帥
へ
の
服
従
と
忠
誠
の
態
度
を
保
持
し
た
。

錬
成
所
は
反
ド

は
裏
腹
に
、

^

l

:
こ

1

・ー↑

L

-

-
j
l
T
L
-
-
I
I
 
1

ー
ま
で
よ
、

-
）
)
：

-
i
 解
放
の
た
め
に
働
く
諸
勢
力
は
錬
成
所
内
で
は
よ
く
思
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

錬
成
所
で

の
た
め
に
努
力
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

愛

l
的
な
錬
成
所
の
教
行
が
け
年
を
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
加
わ
ら
せ
た
と
い
う
中
ー
ポ
者
の
じ
張
と

さ
れ
た
。

し
か
し
錬
成
所
が
、
総
本
部
の
近
く
に
指
導
者
促
成
学
校
を
建
て
る
こ
と
を
惰
ん
だ
の
で
、
幹
部
学
校
は
ド
・
ス
ゴ
ン
ザ
ッ
ク

に
任
さ
れ
、
錬
成
所
と
は
無
関
係
の
組
織
と
な
っ
た
。

実
際
に
は
、
錬
成
所
に
集
ま
っ
た
青
年
は
た
だ
義
務
と
さ
れ
た
か
ら
来
た
だ
け
で
あ
り
、
確
信
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ド
イ
ツ
ヘ
働

き
に
行
か
さ
れ
る
よ
り
は
、
錬
成
所
の
ほ
う
が
ま
し
で
あ
っ
た
。
青
年
た
ち
は
そ
こ
で
時
に
は
矛
盾
す
る
義
務
に
悩
ま
さ
れ
た
。
彼
ら
の

無
気
力
な
態
度
は
、
錬
成
所
の
曖
昧
さ
や
状
況
の
不
確
実
さ
へ
の
自
然
の
反
応
で
あ
っ
た
。
青
年
錬
成
所
の
曖
昧
さ
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
体
制

の
曖
昧
さ
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
錬
成
所
の
牛
活
は
、
次
の
点
で
怠
味
が
な
く
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
連
帯
や
相
互
扶
助
の
感
情
が

刻
印
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
班
の
生
活
で
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
;
:
;
:
う
ま
で
も
な
い
が
、
錬
成
所

O
B
会
で
も
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、

こ
れ
ら
の
事
柄
は
二
次
的
で
あ
り
、
本
質
的
な
こ
と
は
錬
成
所
が
戦
争
で
油
じ
た
役
割
で
あ
る
。
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ス
解
放

ヽ

）

≫

J

C

カ
ダ

t

ヴ
ィ
シ
ー
い
汎
く
に
幹
部
学
校
を
作
る
杓
え
が
あ
り
、

教
義
の
探
究
と
但
昇
の
大
間
粕
に
つ
い
て
の
柏
報
捉
供
の
役
割
が
期
待

し
か
し
、
デ
ュ
・
テ
イ
1

は
錬
成
所
の
教
義
を
策
定
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
ボ
ー
イ
・
ス
カ
ウ
ト
連
動
以
卜
の
も
の
を
衿
案
し
な

責
任
が
教
え
ら
れ
、

個
人
じ
義
と
の
戦
い
が
押
し
迎
め
ら
れ
た
。

集
団
牛
活
の
拘
束
に
は
、

従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

仕
の
観
念
や
規
律
を
無
緑
で
絶
え
が
た
い
も
の
に
し
た
こ
と
を
晩
い
た
。
錬
成
所
の
擁
護
者
は
必
ず
、

養
成
学
校
の
教
育
方
法
を
賞
賛
す
る
。

オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
に
あ
る
指
尊
者

そ
こ
の
肉
体
訓
練
は
厳
し
く
て
、
知
的
育
成
は
最
小
限
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
団
体

15---:~-~479 (香法'95)
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)
 

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

学
校
や
臨
海
学
校
な
ど
の
先
戦
を
つ
け
て
は
い
た
し
、

も
ち
ろ
ん
、

ブ
ル
ム
人
民
戦
線
内
閣
が
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
や
林
間

そ
れ
で
も
ヴ
ィ
シ
ー
は
、

青
少
年
政
策
を
政
治
課
題
と
し
て

結
局
、

シ
ー
の
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
自
体
が
、

ド
イ
ツ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
に
あ
っ
た
。

し
つ
つ
も
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
対
し
て
距
離
を
お
い
た
。

そ
れ
は
一
九
四
二
年
一

一
九
四
冗
か
ら
錬
成
所
内
に
も
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
参
加
す
る
青
年
が
増
え
る
が
、

も
く
ろ
み
は
成
功
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。
錬
成
所
を
体
験
し
た
青
年
に
と
っ
て
も
、
食
糧
や
物
賓
の
不
足
ゆ
え
に
不
愉
快

な
八
カ
月
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
は
、
戦
時
と
い
う
占
領
ド
で
、
錬
成
所
の
人
間
形
成
と
い
っ
た
平
時
の
政
策
が
成
功
す
る
と
い
か
に
し

て
楽
観
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
c

ド
イ
ツ
占
領
軍
を
ま
え
に
し
て
、

国
民
革
命
の
実
現
す
ら
、

錬
成
所
は
、
戦
千
と
占
領
が
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
夢
や
未
来
を
食
っ
た
時
代
に
お
い
て
、
失
沼
か
ら
生
ま
れ
た
夢
で
あ
り
、
時
代

錯
誤

(
a
n
a
c
h
r
o
n
i
s
m
e
)
で
古
め
か
し
い

(
a
r
c
h
a
i
s
m
e
)
冒
険
で
あ
っ
た
。

初
め
て
本
格
的
に
掲
げ
た
政
体
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ヴ
ィ
シ
ー
の
青
少
年
政
策
は
、
男
性
中
心
の
青
少
年
に
関
す
る
卜
か
ら
の
政
策
で

あ
っ
て
、
青
少
年
の
た
め
の
政
策
、
青
少
年
の
意
見
を
取
り
人
れ
て
行
う
民
主
的
な
政
策
、

青
少
年
が
自
ら
担
う
ド
か
ら
の
政
策
で
な
か

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
コ
ラ
ボ
ラ
シ
オ
ン
が
錯
綜
し
た
ウ
ィ
シ
1

期
の
令
休
像
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
和
行
エ
ナ
チ
占
領
ド
の
フ
ラ
ン
ス
」
講
談
社
、
一
九
九

四
年
。
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
は
、
柴
川
：
＿

f
雄
、
樺
山
絋
一
、
福
井
憑
彦
糾
両
畠
介
歴
史
大
系
フ
ラ
ン
ス
史

3
ー
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
第

つ
ね
に
た
が
が
は
め
ら
れ
て
い
た
。

ウゞ

成
と
い
う
、

錬
成
所
の
幹
部
に
は
国
民
吊
命
に
熱
狂
す
る
几
軍
人
が
多
か
っ
た
が
、

ヴ
ィ
シ
ー
が
考
え
た
よ
う
な
国
民
革
命
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
育

動
で
あ
っ
て
、
錬
成
所
の
組
織
的
抵
抗
で
は
な
か
っ
た
。

し
た
と
き
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
個
人
的
行

れ、

ゴ
ー
リ
ス
ム
と
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
月
に
、
デ
ュ
・
テ
イ
ユ
が
元
帥
へ
の
服
従
の
道
を
選
択

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
理
由
か
ら
も
錬
成
所
は
、

ド
イ
ツ
の
意
思
に
反
対

七
〇
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ヴィシ一時代の青年運動（渡辺）

(
9
)
 

(
8
)
 

(
7
(
）
 

(
6
)
 

(
5
)
 

(
4
)
 

(
3
)
 

(
2
)
 萌

芽
的
な
段
階
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
今
少
し
述
べ
よ
う
。

シ
ズ
ム
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
通
説
が
力
を
得
て
く
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、

七
年
早
「
引
き
裂
か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

青
少
年
月
の
仔
務
は
、
芥
人
の
訓
錬
と
公
民
性
の
た
め
の
義
務
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
承
認
し
、
肖
年
運
動
を
統
制
し
視
察
し
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
初
代
の
家
族
・
肖
少
年
庁
長
官
は
政
治
家
の
イ
バ
ル
ネ
ガ
レ
ー
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四

0
年
九
月
の
内
閣
改
造
後
、
肖
少
年
庁
と
し
て
独
立

し
、
技
師
の
ジ
1

ル
ジ
上
．
ラ
ミ
ラ
ン
が
長
官
を
引
き
継
い
だ
。
青
少
年
庁
は
、
こ
の
と
き
か
ら
国
民
教
育
省
の
管
軌
ド
に
附
か
れ
、
四

0
年
一
一
月

か
ら
は
総
理
府
の
所
怜
に
、
四
/
年
：
月
か
ら
は
国
民
教
育
省
に
再
統
合
さ
れ
た
。
A
n
d
r
e
B
a
s
d
e
v
a
n
t
,
 L
e
s
 services d
e
 j
e
u
n
e
s
s
e
 p
e
n
d
a
n
t
 l'oc ,
 

c
u
p
a
t
i
o
n
•
K
2
W
C
(
~
1

号
[
o
i
r
(
d
(
"
[
（
ミ
j
e
l
a
、
i
~
)
）
~
（
／
g
~
u
ミ
、
｝
ヽ

(
"
m
ミ
～
d
i
d
[
C
}

,
 no. 5
6
.
 
o
c
t
o
b
r
e
 196--1. 
pp. 6
5
 -6
6
.
 

G
e
o
r
g
e
s
 L
a
m
i
r
a
n
d
.
 G
e
o
r
g
e
s
 
Pelorson• 

Y
v
e
s
 d
e
 V
e
r
d
i
l
h
a
c
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n
o
u
s
 :]Cミ～？）
s.'Vers l'~nu.[
へ,
Paris, 1
9
4
2
,
 
p. 
7
,
 

p. 

Philippe Petain. 
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ミ
S
d
l
{
,
t
F
n
u
~
u
~
～
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ダ
ニ
エ
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・
ゲ
ラ
ン
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Secretariat g
e
n
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r
a
l
 d
e
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e
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m
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七

年
月
発
行
の

Tt具
人
り
宣
伝
冊

f
、

Secretariat g
e
n
e
r
a
l
 d
e
 la 
Jeunesse, F
r
a
n
c
e
 n
o
 ~u
d
[
C
7
d
~
～
（
）
u
s
:
 !eunes.', 
Paris, 1
9
4
2
.
 

A
l
f
r
e
d
 F
a
b
r
e
-
L
u
c
e
,
 Jミ
0
、
m
i
d
[
d
c
l
d
F
r
d
n
c
e
]
9
3
9
i
]
9
1
1囀

Paris.
1
9
6
9
,
 
p. 
3
9
3
.
 

八
四
歳
の
ペ
タ
ン
は
そ
の
例
外
と
位
閻
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
が
、
「
元
帥
は
大
衆
が
間
れ
親
し
ん
で
い
た
村
、
王
の
イ
メ
ー
ジ
に
近

か
っ
た
。
そ
れ
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
裔
齢
は
ひ
と
を
安
心
さ
せ
る
。
彼
は
塚
租
を
癒
し
か
ね
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
英
雄
」

た
る
ペ
タ
ン
は
、
老
人
の
英
知
や
経
験
と
い
う
プ
ラ
ス
の
面
で
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
丁
占
領
ド
日
記

I
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シ
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う
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ボ
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。

ヒ
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ー
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ー
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